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平成 30年度横浜市税制調査会答申について 

 

 

 

 

 

１ 横浜市税制調査会について 

（１）税制調査会の委員 

  横浜市附属機関設置条例に基づき設置された附属機関で、担任事務は「横浜市の政策目

標の実現に向けた課税自主権の活用上の諸課題等についての調査審議に関する事務」であ

り、現在の委員の任期は平成 30年４月１日から平成 32年３月 31日までとなっています。 

氏名 所属等 
青木 宗明 ＜座長＞ 神奈川大学 経営学部教授 
上村 雄彦 横浜市立大学学術院 国際総合科学群教授 
柏木 恵 キヤノングローバル戦略研究所 研究主幹 
川端 康之 横浜国立大学大学院 国際社会科学研究院教授 
柴 由花 常葉大学 法学部教授 
星野 菜穗子 和光大学 経済経営学部教授 
望月 正光 関東学院大学 経済学部教授 

（２）市長からの諮問事項 

平成 30 年４月 25 日に市長から、「横浜市の政策目標の実現に向けた課税自主権の活用

上の諸課題等」、特に、「平成 31 年度以降のこれからの緑の取組における横浜みどり税を

含めた税財源の取扱い」について、意見を求めることを諮問しました。 

（３）開催実績 
日程 主な議題 

第１回平成 30年４月 25日 
１．委嘱状交付式 
２．諮問 
３．その他 

第２回平成 30年５月 28日 

１．31年度以降の横浜みどり税の取扱いについて 
第３回平成 30年６月 14日 
第４回平成 30年６月 20日 
第５回平成 30年７月４日 
第６回平成 30年７月 18日 
平成 30年７月 25日 【答申】平成 30年度横浜市税制調査会答申 

２ 横浜みどり税の取扱いに関する答申の概要について 

（１）答申の概要について 

別紙１「平成 30年度横浜市税制調査会答申の概要」のとおり 

（２）横浜みどり税の使途及び必要額 

別紙２「これからの緑の取組の事業費一覧」のとおり 

平成 3 0 年８月８日 
温暖化対策・環境創造・ 
資 源 循 環 委 員 会 
配 付 資 料 
環 境 創 造 局 

平成 30 年７月 25 日、横浜市税制調査会から市長に対して、「平成 30 年度横浜市

税制調査会答申-平成 31 年度以降の横浜みどり税-」が手交されましたので、その 

概要についてご報告します。 



「平成 30年度横浜市税制調査会答申-平成 31年度以降の横浜みどり税-」の概要 

 
 
第１章 現行の取組（第２期横浜みどり税）の検証 

   第２期横浜みどり税の検証にあたって、全てゼロベースで検証し直すことにした。そして、横浜みどりアップ計画の

成果や、財政及び行財政改革等の取組状況について、点検と実績評価を行った。その結果、第２期横浜みどり税は、

課税の根拠及び税制について適正であったと結論付ける。 

施策の成果（横浜みどりアップ計画） 

取組の柱１ 

市民とともに次世代につなぐ

森を育む 

・ 緑地保全制度による新規指定等の面積は、この計画期間のうち４か年で

328.4ha であり、確実に指定面積が増加している。 

・ 横浜みどりアップ計画が開始された平成 21 年度以降、課税地目山林面積の減

少が鈍化している。 

・ 横浜みどり税の導入により、不測の事態等による買取り希望に対して確実に対

応してもらえる安心感などを背景に、樹林地の指定促進が着実に進んでいる。 

取組の柱２ 

市民が身近に農を感じる場を

つくる 

・ 市内の水田の９割にあたる 119.8ha を保全することができた。 

・ 収穫体験農園・農園付公園についても着実に整備が進んでいる。 

取組の柱３ 

市民が実感できる緑をつくる 

・ 地域が主体となって、地域にふさわしい緑を創出する計画をつくり、実行する取

組が市内の 42 地区で実施されている。 

財政及び行財政改革等の取組状況 

・ 横浜市の財政状況は、市税収入がかつてのような伸びを確保することが難しい状況が続いているが、財政の健

全性を維持し、持続可能な財政運営の推進に取り組んでいる。 

・ 厳しい財政状況を踏まえ、事業評価を踏まえた事務事業の見直しに取り組んでいる。 

 

第２章 第３期横浜みどり税の継続の是非 

次期横浜みどりアップ計画の詳細な内容と今後の行財政改革等の取組の方向性についての確認を行い、施策の

重要性・必要性、超過課税による財源の確保が必要であることを確認した。第３期横浜みどり税について、具体的な

税制の検討を行った結果、現行の形を継続することが適当であると判断した。 

施策の重要性 今後の行財政改革等の取組の方向性 

・ 横浜市は、依然として高い開発圧力にさらされており、樹林地

の減少に歯止めをかけるために、引き続き樹林地の指定、買取

に取り組む必要がある。 

・ 水田の保全や農園付公園等の整備についても継続することが

妥当である。 

・ 街路樹を再生し、街路樹による良好な景観づくりを目指す取組

は、実施すべきである。 

・ 今後、市税収入の増加を上回る社会保障

経費の増加が見込まれ、財政運営において

一層厳しさが増すことが見込まれる。 

・ 徹底した事業見直しや内部管理業務の事

務の効率化など「不断の行政改革」を行うと

ともに、データやＩＣＴを活用した効率的・効

果的な行政運営を推進する。 

横浜みどり税条例における税制案 

横

浜

み

ど

り

税 

課税手法 
・ 緑の保全・創造による受益は、市民である個人・法人に広く及ぶため、引き続き、市民税（個

人・法人）均等割の超過課税を採用すべき。 

課税期間 ・ 次期みどりアップ計画の計画期間と同じ５年間という期間設定で適当。 

税率 

・ 次期横浜みどりアップ計画における横浜みどり税の必要財源額を約 136 億円と積算した。 

・ 全てを市民税（個人・法人）均等割超過課税によってまかなうこととした場合、個人の税率は

900円、法人は規模等に応じた均等割額の９％相当額（4,500円～270,000円）になると試算。 

追

加

措

置 

固定資産税
等の軽減 

・ 市街地等の緑化誘導や農地の維持保全に対するインセンティブとして一定の成果は出てお

り、緑地や農地の維持管理負担を引き続き軽減することが適当。 

市民参画 
・ 超過課税の使途について、公募市民を含めた委員が市民の立場でしっかりとチェックを行って

いるなど、期待された通りの成果を収めており、引き続き設置が必須。 

 

 

 

第３章 国税・森林環境税の問題点と横浜みどり税との関係 

○ 国税・森林環境税の概 要（平成 30 年度与党税制改正大綱：平成 29 年 12 月 14 日） 

１．国税・森林環境税の創設  ２．森林環境譲与税の創設 

目 的 パリ協定の枠組みの下における  譲与総額 国税・森林環境税の収入額（全額）に相当する額 

 わが国の温室効果ガス排出削減目  譲与団体 市町村及び都道府県 [平成 31 年度から譲与] 

 標の達成や災害防止等を図るた  使 途  

 め、森林整備等に必要な地方財源  （市町村） 間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促 

 を安定的に確保する観点から   進や普及啓発等の森林整備及びその促進に関 

納税義務者等 国内に住所を有する個人に対して   する費用 

 課する国税  譲与基準  

税 率 1,000 円（年額）  （市町村） 総額の９割に相当する額を私有林人工林面積 

賦 課 徴 収 市町村が個人住民税と併せて賦課   （5/10）、林業就業者数（2/10）、人口（3/10）で 

 徴収[平成 36年度から課税]   按分 

 

○ 国税・森林環境税の問題点 

賦課徴収の問題点 ・ 国税であるにもかかわらず賦課徴収は市町村が個人住民税と併せて行い、都道府県を

経由して全額を国に払い込む変則的な制度となっている。 

応益性を課税根拠とす

ることの問題点 

・ 森林環境税は、納税義務者に一律に定額を課す税であり、応益的な税である。地方税

であれば、「応益性」※１と「負担分任」※２という考えは適正な理論であるが、国税におい

ては認められない ※３。 

・ 地方税法の規定は、非課税の基準及び減免の基準について、自治体間で一律の規定

になっていない。そのため、国税・森林環境税を市町村が賦課徴収するということであれ

ば、国税であるにも関わらず、自治体間で非課税・減免の基準が異なることになる。国税

において、居住する自治体によって納税者に不公平が生じてはならないことである。 

※１ 応益性：自治体サービスからの受益に応じて税を負担する考え方。 

※２ 負担分任：地域的に限定された自治体の活動経費はできるだけ住民が皆で出し合う

という考え方 

※３ 一般的に国税は、応能負担（負担する能力のあるものが負担する）が原則であると言

われている。 

課税の目的・理由が曖

昧であるという問題点 

・ 森林環境譲与税の配分基準では、「人口基準」も採用されているために、大都市ほどよ

り多く配分されることになる。大都市には、整備すべき森林が存在することは想定できな

いため、課税の目的が配分基準との関係性から曖昧になっている。 

 

○ 横浜みどり税との関係及び森林環境譲与税の使途 

・ 総務省の「森林吸収源対策税制に関する検討会」の報告書によると、国税・森林環境税の目的は、林業経営の成

り立たない森林の整備である。横浜みどり税の目的である都市部の樹林地の保全・都市緑化の推進とは全く関わ

りを持たず、両者は無関係である。 

・ 森林環境譲与税の横浜市への譲与額は、31年度は 1.4億円で、平年度化する 45年度は 4.8億円と試算される。 

・ 横浜市における森林環境譲与税額の使途について、国税・森林環境税の本来の目的は、経済・商業ベースで林

業が成り立たない森林を、市町村が介在して整備することであり、この目的に適合する森林環境譲与税の使途は、

整備されにくい森林の整備に努める中山間地自治体の事業を支援することである。大都市自治体としては、中山

間地自治体の森林整備事業で生み出された国内産木材を消費地として購入・利用することである。 

別 紙 １ 



これからの緑の取組の事業費一覧 
（単位：百万円） 

取組 
の柱 

事業 取組 
５か年 
事業費 

 

内訳 

 
うち一般財源 

うち 
国費・ 
市債 

うち 
みどり税 
必要分 

うち 
みどり税 

以外 

市
民
と
と
も
に
次
世
代
に
つ
な
ぐ
森
を
育
む 

①緑地保全制度による指定

の拡大・市による買取り 

・緑地保全制度による指定の

拡大・市による買取り 
32,682 32,682 4,084 2,853 25,745 

②良好な森の育成 

・森の多様な機能に着目した

森づくりの推進 
3,606 

3,076 2,313 763 - 

・指定した樹林地における維

持管理の支援 
530 530 - - 

③森を育む人材の育成 
・森づくりを担う人材の育成 

130 
75 75 - - 

・森づくり活動団体への支援 55 50 5 - 

④市民が森に関わるきっか

けづくり 

・森の楽しみづくり 
330 

100 100 - - 

・森に関する情報発信 230 30 200 - 

小計 36,747 36,747 7,181 3,821 25,745 

市
民
が
身
近
に
農
を
感
じ
る
場
を
つ
く
る 

①良好な農景観の保全 

・水田の保全 

1,195 

490 190 300 - 

・特定農業用施設保全契約の

締結 
10 - 10 - 

・農景観を良好に維持する活

動の支援 
542 111 431 - 

・多様な主体による農地の利

用促進 
153 153 - - 

②農とふれあう場づくり 

・様々な市民ニーズに合わせ

た農園の開設 
2,513 

2,452 829 75 1,548 

・市民が農を楽しみ支援する

取組の推進 
61 - 61 - 

③身近に農を感じる地産地

消の推進 

・地産地消にふれる機会の拡

大 
293 293 - 293 - 

④市民や企業と連携した地

産地消の展開 

・地産地消を広げる人材の育

成 67 
25 - 25 - 

・市民や企業等との連携 42 - 42 - 

小計 4,067 4,067 1,283 1,236 1,548 

市
民
が
実
感
で
き
る
緑
や
花
を
つ
く
る 

①まちなかでの緑の創出・

育成 

・公共施設・公有地での緑の

創出・育成 

5,482 

690 - 690 - 

・街路樹による良好な景観の

創出・育成 
2,910 2,910 - - 

・シンボル的な緑の創出・育

成 
1,789 497 20 1,272 

・建築物緑化保全契約の締結 5 - 5 - 

・名木古木の保存 88 74 14 - 

②市民や企業と連携した緑

のまちづくり 

・地域緑のまちづくり 

713 

446 446 - - 

・地域に根差した緑や花の楽

しみづくり 
209 - 209 - 

・人生記念樹の配布 58 15 43 - 

③子どもを育む空間での緑

の創出・育成 

・保育園・幼稚園・小中学校

での緑の創出・育成 
414 414 67 347 - 

④緑や花による魅力・賑わ

いの創出・育成 

・都心臨海部等の緑花による

魅力ある空間づくり 
2,712 2,712 1,119 1,593 - 

小計 9,320 9,320 5,128 2,921 1,272 
効
果
的
な 

広
報
の
展
開 

①市民の理解を広げる広報

の展開 
・計画の周知や実績報告 80 80 - 80 - 

総  計 50,214 50,214 13,592 8,057 28,565 

【注１】事業費は見込み値であり、毎年度の予算は議会の議決をもって決定します。 
【注２】端数調整により、合計値が整合しない場合があります。 

別紙２ 



 

 

 

 

 

平成 30 年度  横浜市税制調査会答申  

 

－ 平 成 3 1 年 度 以 降 の 横 浜 み ど り 税 －  

 

 

 

 

 

 

 

平 成 30 年 ７ 月  

横 浜 市 税 制 調 査 会   
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は じ め に  

横 浜 市 税 制 調 査 会 は 、横 浜 市 が 課 税 自 主 権 を 活 用 す る

上 で 課 題 と な る 諸 点 に つ い て 、幅 広 く 調 査・審 議 を 行 う

機 関 で あ る 。そ の 審 議 活 動 に お け る 最 大 の 事 項 が 、こ の

答 申 で 取 り 上 げ る 「 横 浜 み ど り 税 」 で あ る 。  

「 横 浜 み ど り 税 」は 、税 制 調 査 会 の 前 身 で あ る 横 浜 市

税 制 研 究 会 の 検 討 と 審 議 を 経 て 、平 成 2 1 年 に 誕 生 し た 。

そ の 創 設 以 来 、本 税 制 調 査 会 は 、絶 え ず「 横 浜 み ど り 税 」

の 運 用 状 況 や 事 業 効 果 を 見 守 り 続 け 、必 要 に 応 じ て 現 場 、

す な わ ち 保 存 す べ き 樹 林 地 に も 繰 り 返 し 足 を 運 ん で き

た 。現 場 を 見 て 、現 場 の 声 を 聞 く こ と に よ っ て 、市 役 所

内 の 会 議 だ け で は 十 分 に 認 識 し づ ら い 「 横 浜 み ど り 税 」

の 重 要 性 や 事 業 効 果 を 確 認 す る こ と が で き る か ら で あ

る 。  

そ の 「 横 浜 み ど り 税 」 が 来 年 ４ 月 、 創 設 か ら 1 0 年 を

経 て 第 ２ 期 を 満 了 す る 。そ こ で 本 年 度 、今 後 の 取 扱 い に

つ い て 横 浜 市 長 よ り 諮 問 が 行 わ れ た の で あ る 。  

横 浜 市 独 自 の 超 過 課 税（「 横 浜 み ど り 税 」）を 継 続 す

べ き か 否 か を 考 え る 際 に 避 け る べ き は 、惰 性 的 で 安 易 な

継 続 の 思 考 で あ る 。い わ ゆ る お 役 所 で 見 ら れ が ち な 悪 弊

で あ る が 、こ れ ま で や っ て き て い る か ら 続 け て も 大 丈 夫

だ ろ う と い っ た 考 え は 、 最 も 禁 ず べ き 思 考 な の で あ る 。 

か く し て 本 税 制 調 査 会 は 、前 回 の 更 新 時 と 同 様 、す べ

て を ゼ ロ ベ ー ス で 検 討 し 直 す こ と に し た 。第 １ 期 か ら 第

２ 期 へ の 更 新 で あ っ た ５ 年 前 、 さ ら に は 1 0 年 前 の 創 設

時 の 審 議 事 項 を ベ ー ス と し つ つ も 、そ の 項 目 の す べ て を

改 め て チ ェ ッ ク し 、 以 前 の 判 断 が 適 正 だ っ た か ど う か 、
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判 断 の 基 に な る 社 会・経 済 状 況 に 変 化 は な い の か を 慎 重

に 吟 味 し た の で あ る 。そ の 上 で 、今 後 の ５ 年 間 に つ い て

も 、 1 0 年 前 の 創 設 時 と 同 様 の 慎 重 さ を 持 っ て 、 課 税 の

根 拠 や 課 税 手 法 が 妥 当 か ど う か 、一 つ ひ と つ 熟 考 を 繰 り

返 し た 。  

こ こ で 課 税 の 根 拠 と い う 表 現 を 用 い た が 、「横 浜 み ど

り 税 」 は 「 税 あ り き 」 で は な く 、「 事 業 あ り き 、 事 業 の

財 源 確 保 の た め の 超 過 課 税 」で あ る 。す な わ ち 課 税 の 根

拠 は 、横 浜 市 の 行 お う と し て い る 樹 林 地 保 全 や 緑 化 の 推

進 と い う 事 業 の 妥 当 性 と 、そ の 事 業 の 財 源 を 超 過 課 税 で

ま か な う 必 然 性 と に 求 め ら れ る 。  

そ の た め 本 税 制 調 査 会 は 、審 議 に あ た っ て 、事 業 実 施

の 担 当 部 局 で あ る 環 境 創 造 局 に 詳 細 な 説 明 を 繰 り 返 し

求 め 、納 税 者 で あ る 市 民 が 抱 く で あ ろ う 監 視 的 な 視 点 か

ら く ど い ほ ど の 質 疑 応 答 を 行 っ た 。今 年 度 の 本 税 制 調 査

会 の 審 議 時 間 の 大 半 は 、環 境 創 造 局 と の 質 疑 応 答 に 割 か

れ た と い っ て も 大 げ さ で は な い 。そ の 結 果 、「 横 浜 み ど

り 税 」の 課 税 根 拠 に つ い て 、十 分 な 検 討 ・ 検 証 を 加 え た

と 自 信 を 持 っ て 宣 言 す る こ と が で き る 。  

以 上 の 審 議 の 経 過 を 、本 答 申 の 構 成 に 従 っ て 説 明 す れ

ば 、 次 の よ う に な る 。  

ま ず 第 １ 章 で は 、こ れ ま で ５ 年 間 の 、す な わ ち 第 ２ 期

「 横 浜 み ど り 税 」の 点 検 と 実 績 評 価 を 行 っ た 。第 ３ 期 に

継 続 す る の で あ れ ば 、当 然 の こ と な が ら 、第 ２ 期 の「 横

浜 み ど り 税 」が ５ 年 前 に 税 制 調 査 会 が 指 摘 し た 通 り 適 正

に 運 用 さ れ 、樹 林 地 保 全 と 緑 化 の 推 進 が 効 果 を 上 げ て い

な く て は な ら な い か ら で あ る 。  

こ の 第 ２ 期 の 検 証 を じ っ く り 行 っ た 結 果 、第 ２ 章 の 検
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討 へ 進 む こ と が 可 能 と 判 断 し た 。す な わ ち 、第 ２ 期 の「 横

浜 み ど り 税 」は 適 正 に 運 用 さ れ 、期 待 さ れ た 効 果 を 生 じ

さ せ て い る と い う 結 論 で あ る 。  

続 く 第 ２ 章 は 、当 然 の こ と な が ら 今 後 の 事 業 計 画 の 吟

味 で あ り 、「 横 浜 み ど り 税 」を 継 続 す べ き か 否 か の 検 討

で あ る 。こ の 検 討 を 行 う た め に は 、以 下 の ２ 点 の 確 認 か

ら 始 め ね ば な ら な か っ た 。 す で に 明 ら か に し た よ う に 、

「 横 浜 み ど り 税 」 は 「 税 あ り き 」 で は な く 、「 事 業 あ り

き 」 だ か ら で あ る 。  

第 １ の 点 は 、環 境 創 造 局 か ら 詳 細 に 報 告 し て も ら っ た

今 後 の「 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 」で あ る 。こ の 点 で「 横

浜 み ど り 税 」の 税 収 を 充 て な い 事 業 は 、本 来 的 に は 本 税

制 調 査 会 の ア ジ ェ ン ダ の 外 に あ る が 、そ の 非 充 当 の 事 業

も 含 め て 、樹 林 地 保 全 ・ 緑 化 の 推 進 の 全 体 像 を 、事 細 か

に 説 明 し て も ら っ た の で あ る 。  

第 ２ に は 、横 浜 市 の 財 政 状 況 と 、財 源 難 の 時 代 に 求 め

ら れ る 行 政 改 革 の 状 況 と 計 画 で あ る 。こ ち ら に つ い て は

財 政 局・総 務 局 か ら 報 告 を 受 け た が 、や は り す べ て 余 す

と こ ろ な く 詳 細 に 説 明 し て も ら っ た 。な ぜ 財 政 や 行 革 の

状 況 が 重 要 な の か と 言 え ば 、も し も 、万 が 一 に も 財 政 状

況 に 余 裕 で も あ る の で あ れ ば 、超 過 課 税 で あ る「 横 浜 み

ど り 税 」の 継 続 は 適 正 で は な い こ と に な っ て し ま う か ら

で あ る 。  

こ の ２ つ の 前 提 条 件 が 揃 っ た と こ ろ で 、税 制 調 査 会 は

課 税 の 具 体 的 な 検 討 へ と 進 ん だ 。課 税 の 根 拠 、す な わ ち

計 画 す る 事 業 と 期 待 さ れ る 効 果 を 適 正 と 判 断 し た 以 上 、

残 る 論 点 は 次 の ４ 点 で あ っ た 。課 税 の 手 法（ 市 民 税 の 均

等 割 へ の 超 過 課 税 ）、課 税 期 間 、税 率 、市 民 参 画 で あ る 。  
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こ れ ら の 論 点 に つ い て も 、判 断 の 基 準 は 事 業 の 目 的 や

効 果 に 求 め る こ と に な る 。慎 重 に 時 間 を か け て 審 議 し た

結 果 、す べ て の 論 点 に つ い て 現 行 の 形 を 継 続 す る の が 適

当 と 判 断 を し た 。  

以 上 の コ ン テ ン ツ で 、本 来 で あ れ ば 答 申 は 終 了 に な る 。

と こ ろ が 本 年 度 は 、追 加 の １ 章 を 設 け る 必 要 に 迫 ら れ た 。

な ぜ か と 言 え ば 、周 知 の よ う に「 国 税 ・ 森 林 環 境 税 」が

創 設 さ れ る こ と に な り 、「 横 浜 み ど り 税 」と 目 的 や 使 途

が 重 複 す る の で は な い か と い っ た 、誤 っ た 情 報 が 広 ま っ

て い る か ら で あ る 。  

か く し て 第 ３ 章 で は 、国 税 ・ 森 林 環 境 税 と「 横 浜 み ど

り 税 」が 無 関 係 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。両 者 の 創 設

目 的 、課 税 の 根 拠 は 全 く 別 で あ り 、横 浜 市 に 譲 与 さ れ る

税 収 の 使 途 も 「 横 浜 み ど り 税 」 と 重 複 す る こ と は な い 。 

本 答 申 の 本 文 に て 詳 し く 述 べ る が 、横 浜 市 に 譲 与 さ れ

る 税 収 を 、「 横 浜 み ど り 税 」が 充 当 さ れ て い る 事 業 に 充

て よ う と 考 え る の は 、国 税・森 林 環 境 税 の 本 来 の 目 的 に

反 し た 考 え で あ り 、税 金 の 無 駄 使 い を 生 じ さ せ る 思 考 な

の で あ る 。た だ し 両 者 が 無 関 係 と い う だ け で は 、第 ３ 章

は 終 わ ら な い 。両 者 の 関 係 を 整 理 す る 前 に 、国 税 ・ 森 林

環 境 税 の 深 刻 な 問 題 点 を す べ て 明 ら か に し 、そ も そ も 租

税 と し て 存 在 す べ き で は な い こ と を 示 さ ね ば な ら な か

っ た 。 国 税 ・ 森 林 環 境 税 に つ い て 語 ら れ て い る 理 論 は 、

伝 統 的 な 租 税 論 に 真 っ 向 か ら 反 す る 理 屈 で あ り 、税 制 調

査 会 と い う 税 の 専 門 家 と し て 黙 っ て 看 過 す る こ と は 決

し て で き な い の で あ る 。  

以 上 が 、横 浜 市 税 制 調 査 会 が 審 議 し た 経 緯 及 び 結 論 の

概 要 で あ る 。市 長 か ら の 諮 問 に 対 す る 答 申 は 、以 下 の 本
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文 に 詳 述 し た 通 り で あ る 。  
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委  員   柏 木   恵      

委  員   川 端   康 之    

委  員   柴     由 花    

委  員   星 野   菜 穗 子  

委  員   望 月   正 光    
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第 １ 章  現 行 の 取 組 （ 第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 ） の 検 証  

横 浜 み ど り 税 の よ う に 、課 税 自 主 権 を 活 用 し て 独 自 の

課 税 を 行 う に あ た っ て は 、課 税 の 根 拠 が 明 確 で な く て は

な ら な い 。こ の 件 に つ い て は 、こ れ ま で の 本 税 制 調 査 会

の 答 申 ・ 意 見 書 で 繰 り 返 し 述 べ て き た 。  

横 浜 み ど り 税 は 、緑 の 保 全・創 造 の 取 組 の 財 源 を 確 保

す る た め の 超 過 課 税 で あ る 。し た が っ て 、横 浜 み ど り 税

の 課 税 の 根 拠 は 、横 浜 市 が 実 施 し よ う と し て い る 樹 林 地

保 全 や 緑 化 の 推 進 と い う 事 業 の 妥 当 性 と 、そ の 事 業 の 財

源 を 超 過 課 税 で ま か な う 必 要 性 と に 求 め ら れ る の で あ

る 。  

よ っ て 、第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 の 検 証 に あ た っ て は 、事

業 の 妥 当 性 を 確 認 す る た め に 、横 浜 み ど り 税 の 使 途 で あ

る 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 成 果 に つ い て 評 価 を 行 う こ

と か ら 始 め る 必 要 が あ る 。続 い て 、そ の 事 業 の 財 源 を 超

過 課 税 で ま か な う 必 要 性 を 確 認 す る た め に 、横 浜 市 の 財

政 及 び 行 財 政 改 革 等 の 取 組 状 況 に つ い て 評 価 を 行 う 。  

そ し て 、課 税 の 根 拠 の 確 認 が 終 わ っ た 後 に 、第 ２ 期 横

浜 み ど り 税 の 税 制 に つ い て 検 証 を 行 う 。  

 

第 １ 節  現 行 の 取 組 （ 第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 ） の 評 価  

 ( 1 )  現 行 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画  

本 税 制 調 査 会 は こ れ ま で 、横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画

の 成 果 に つ い て 、 常 に 事 業 の 進 捗 状 況 に 気 を 配 り 、

定 期 的 に 確 認 を 行 っ て き た 。  

今 回 、本 税 制 調 査 会 は 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 事
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業 の 進 捗 状 況 を 確 認 す る こ と に と ど ま ら ず 、事 業 の

根 源 的 な 目 的 で あ る 緑 の 保 全・創 造 が ど の よ う な 状

況 の 中 で 進 み 、ど の よ う な 状 況 に 置 か れ て い る の か

を 確 認 す る こ と と し た 。  

第 ３ 期 横 浜 み ど り 税 の 継 続 の 是 非 に つ い て 検 討

す る た め に は 、横 浜 み ど り 税 導 入 か ら こ れ ま で の 成

果 に つ い て 客 観 的 に 検 証 す る 必 要 が あ る と 考 え た

の で あ る 。  

そ う し た 考 え 方 の も と 、横 浜 市 の 緑 の 保 全 ・ 創 造

の 取 組 の 成 果 に つ い て 、様 々 な 視 点 か ら 確 認 し 、評

価 を 行 う 。  

 

 ア  取 組 の 柱 １「 市 民 と と も に 次 世 代 に つ な ぐ 森 を

育 む 」  

横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 取 組 の 柱 １ の 主 な 事

業 は 、 樹 林 地 の 確 実 な 保 全 の 推 進 、 つ ま り 、 緑 地

保 全 制 度 に よ る 指 定 の 拡 大 ・ 市 に よ る 買 取 り で あ

る 。  

こ の 事 業 は 、横 浜 み ど り 税 の 主 た る 使 途 で あ り 、

横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 中 で も 最 も 重 要 な 施 策

で あ る 。 そ し て 、 こ の 事 業 の 成 果 が 、 そ の ま ま 横

浜 み ど り 税 導 入 の 成 果 と も 言 え る も の で あ る こ

と か ら 、 丁 寧 に 検 証 す る 必 要 が あ る 。  

ま ず 、緑 地 保 全 制 度 に よ る 新 規 指 定 等 の 面 積 推

移 に つ い て 確 認 す る 。  
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＜ 緑 地 保 全 制 度 に よ る 新 規 指 定 等 の 面 積 推 移 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 (計 画 期 :平 成 26 - 3 0 年 度 )の 4 か 年 (平 成 26 年 度 ～

平 成 29 年 度 )の 事 業 ・ 取 組 の 評 価 ・ 検 証 」 よ り  

新 規 指 定 等 の 面 積 は 、こ の 計 画 期 間 の う ち ４ か

年 で 3 2 8 . 4 ヘ ク タ ー ル で あ っ た 。 ま た 、 横 浜 み ど

り ア ッ プ 計 画 の ス タ ー ト か ら の 累 計 で は 8 5 5 . 6 ヘ

ク タ ー ル と な り 、確 実 に 指 定 面 積 が 増 加 し て い る

こ と が 確 認 で き る 。  

ま た 、単 年 度 の 実 績 が 1 0 0 ヘ ク タ ー ル 台 か ら 6 0

ヘ ク タ ー ル 台 へ と 減 少 傾 向 に あ る 。ま と ま り の あ

る 樹 林 地 を 優 先 し て 保 全 の 働 き か け を 行 っ た 結

果 、特 別 緑 地 保 全 地 区 の 指 定 面 積 の 平 均 が 前 計 画

期 間 ま で の 2 . 1 ヘ ク タ ー ル か ら 、2 6～ 2 8 年 度 の ３

か 年 の 平 均 が 1 . 5 ヘ ク タ ー ル と 、保 全 対 象 の １ 件

あ た り の 平 均 面 積 が 小 さ く な っ て お り 、規 模 が 小

さ い 樹 林 地 の 指 定 に シ フ ト し て い る こ と が 見 受

け ら れ る 。  

こ れ は 、 指 定 が 進 ん だ こ と に よ り 、 よ り 規 模 が
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小 さ い 樹 林 地 ま で 働 き か け を 行 う こ と が で き て

い る と 評 価 し て よ い 。樹 林 地 の 保 全 が 確 実 に 進 捗

し て い る こ と の 証 左 と も 言 え よ う 。  

次 に 、樹 林 地 取 得 の 事 業 費 の 推 移 に つ い て 確 認

す る 。  

＜ 樹 林 地 取 得 の 事 業 費 の 推 移 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 (計 画 期 :平 成 26 - 3 0 年 度 )の 4 か 年 (平 成 26 年 度 ～

平 成 29 年 度 )の 事 業 ・ 取 組 の 評 価 ・ 検 証 」 よ り  
 

樹 林 地 取 得 の 面 積 は 、こ の 計 画 期 間 の う ち ４ か

年 で 、 横 浜 み ど り 税 の 充 当 分 ・ 非 充 当 分 を 合 わ せ

て 8 8 . 5 ヘ ク タ ー ル で あ っ た 。 ま た 、 横 浜 み ど り

ア ッ プ 計 画 の ス タ ー ト か ら の 累 計 で は 2 1 3 . 1 ヘ ク

タ ー ル を 取 得 し て い る 。  

横 浜 み ど り 税 を 活 用 す る こ と に よ り 、緑 地 保 全
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制 度 に よ る 指 定 地 で の 買 取 り 希 望 に 対 し て 、基 本

的 に は 対 応 す る こ と が で き て い る 。  

ま た 、 樹 林 地 取 得 の 事 業 費 の 推 移 で は 、 横 浜 み

ど り 税 を 基 金 に 積 み 立 て て い る た め 、各 年 度 の 事

業 費 に 増 減 が あ っ て も 買 取 り に 対 応 で き て い る

こ と が 確 認 で き る 。 樹 林 地 の 取 得 は 、 各 年 度 に お

い て 発 生 す る 不 測 の 事 態 に よ る 買 取 り 希 望 に 対

応 す る 必 要 が あ る 。横 浜 み ど り 税 が 基 金 に よ っ て

運 用 し て い る こ と に よ る 効 果 と し て 評 価 で き る

も の で あ る 。  

続 い て 、固 定 資 産 税 の 課 税 地 目 が 山 林 で あ る も

の の 減 少 量 の 推 移 に つ い て 確 認 す る 。  

＜ 課 税 地 目 山 林 面 積 の 減 少 量 の 推 移 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 固 定 資 産 税 概 要 調 書 よ り 環 境 創 造 局 作 成  
 

こ の グ ラ フ か ら は 、横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 が 開

始 さ れ た 平 成 2 1 年 度 以 降 、 山 林 面 積 の 減 少 が 鈍

化 し て い る こ と が 見 て 取 れ る 。  
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＜緑地保全制度による指定面積と山林減少面積との関係＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 環 境 創 造 局 作 成  
 

こ の 図 は 、先 に 示 し た 緑 地 保 全 制 度 に よ る 新 規

指 定 面 積 と 山 林 減 少 面 積 と の 関 係 を 図 に し た も

の で あ る 。 図 を 見 て 分 か る 通 り 、 両 者 の 間 に は 高

い 相 関 関 係 が 認 め ら れ る 。 こ の 結 果 か ら 、 緑 地 保

全 制 度 に よ る 指 定 は 、樹 林 地 の 減 少 に 歯 止 め を か

け る 要 因 の 一 つ と な っ て い る と 言 え る だ ろ う 。  

次 に 、横 浜 市 と 全 国 に お け る 特 別 緑 地 保 全 地 区

の 指 定 買 取 の 状 況 に つ い て 確 認 し た 。  
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＜ 特 別 緑 地 保 全 地 区  指 定 ・ 買 取 の 状 況 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 全 国 及 び 政 令 指 定 都 市 ※ 比 較 ＞  

 

 

 

 
 

※ 特 別 緑 地 保 全 地 区 の 指 定 面 積 上 位 ５ 政 令 指 定 都 市 に つ い て 記 載  

 

※ 「 都 市 緑 化 及 び 緑 地 保 全 施 策 の 実 績 調 査 報 告 書 」 （ 国 土 交 通 省 ） よ り  
 



16 

 

指 定 状 況 か ら は 、平 成 2 5 年 以 降 の 指 定 実 績 で 、

全 国 に お け る 横 浜 市 の 比 率 が 上 昇 し て い る こ と

が 確 認 で き る 。 ま た 、 横 浜 み ど り 税 を 導 入 し た 平

成 2 1 年 度 以 降 の 累 計 で 、 全 国 の 指 定 面 積 の う ち

約 4 0 パ ー セ ン ト が 横 浜 市 と な っ て い る 。  

ま た 、 全 国 と 横 浜 市 の 買 取 状 況 か ら は 、 全 国 に

お け る 横 浜 市 の 比 率 が 上 昇 し て い る こ と 及 び 、全

国 で 買 取 面 積 が 減 少 傾 向 を 示 す 中 、横 浜 市 が 安 定

的 に 買 取 る こ と が で き て い る こ と が 確 認 で き る 。

こ ち ら は 横 浜 み ど り 税 導 入 の 平 成 2 1 年 度 以 降 の

累 計 で 、 全 国 の 買 取 面 積 の う ち 約 3 8 パ ー セ ン ト

が 横 浜 市 と な っ て い る 。  

他 の 政 令 指 定 都 市 と の 比 較 で は 、 指 定 面 積 ・ 買

取 面 積 と も に 、横 浜 市 の 実 績 が 高 く な っ て い る こ

と が 確 認 で き る 。  

こ れ ら の 他 都 市 と の 比 較 か ら も 、横 浜 み ど り 税

の 導 入 に よ り 、不 測 の 事 態 等 に よ る 買 取 り 希 望 に

対 し て 確 実 に 対 応 し て も ら え る 安 心 感 な ど を 背

景 に 、樹 林 地 の 指 定 推 進 が 着 実 に 進 ん で い る と い

う こ と が で き る だ ろ う 。  

 

 イ  取 組 の 柱 ２「 市 民 が 身 近 に 農 を 感 じ る 場 を つ く

る 」  

取 組 の 柱 ２ に お い て 横 浜 み ど り 税 を 活 用 し て

行 っ て い る 主 な 事 業 は 、 水 田 の 保 全 、 収 穫 体 験 農

園 ・ 農 園 付 公 園 の 整 備 な ど で あ る 。  

水 田 は 、横 浜 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン や 水 と
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緑 の 基 本 計 画 で も 保 全 の 対 象 と さ れ て い る と と

も に 、横 浜 市 の 景 観 ビ ジ ョ ン の 改 定 素 案 に お い て

も 里 山 景 観 の 一 部 と し て 、保 全 す べ き と し て 位 置

付 け ら れ て い る 。  

市 域 内 に お け る 水 稲 作 付 面 積 と 保 全 承 認 面 積

の 推 移 を 確 認 す る 。  

＜ 水 稲 作 付 面 積 と 保 全 承 認 面 積 の 推 移 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 環 境 創 造 局 作 成  

実 績 と し て 、 市 域 内 の 水 田 の ９ 割 に あ た る

1 1 9 . 8 ヘ ク タ ー ル を 保 全 す る こ と が で き て い る 。  

水 田 は 、 用 水 路 の 管 理 な ど に も 費 用 が か か り 、

収 益 性 も か な り 低 い 。 都 市 部 に お い て は 、 水 田 と

し て 耕 作 す る こ と に 適 し た 土 地 で あ っ て も 、水 田

と し て 維 持 す る こ と は 難 し い 状 況 に あ る 。市 域 内

の 農 地 は 、約 3 , 0 0 0 ヘ ク タ ー ル あ る が 、水 田 は 1 3 0

ヘ ク タ ー ル 余 り で あ る こ と か ら も 、そ の 状 況 が 見

て 取 れ る 。  

こ う し た 状 況 を 確 認 す る た め 、水 田 か ら 畑 に 転

用 し た 事 例 を 確 認 し た 。  
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＜ 水 田 か ら 畑 へ の 転 換 事 例 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 環 境 創 造 局 作 成  

都 市 部 に お い て は 、水 田 か ら 収 益 性 の 高 い 作 物

を 作 付 け す る 畑 に 転 換 す る 圧 力 が 高 い と 考 え ら

れ る 。水 田 は 一 度 畑 に し て し ま う と 水 田 に 戻 す こ

と は 困 難 で あ り 、緑 と し て の 水 田 を 残 し て い く た

め に は 保 全 の 取 組 が 必 要 な の で あ る 。  

次 に 、 収 穫 体 験 農 園 ・ 農 園 付 公 園 の 整 備 面 積 の

推 移 に つ い て 確 認 す る 。  

水 田 か ら 畑 に 転 換
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＜ 収 穫 体 験 農 園 ・ 農 園 付 公 園 の 整 備 面 積 推 移 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 環 境 創 造 局 作 成  

収 穫 体 験 農 園 ・ 農 園 付 公 園 に つ い て も 着 実 に 整

備 が 進 ん で お り 、 こ の 数 年 で は 特 に 、 農 園 付 公 園

の 整 備 が 進 ん で い る 。  

農 園 付 公 園 に つ い て は 、平 成 2 8年 度 に 本 税 制 調

査 会 も 実 地 調 査 を 行 っ て い る が 、そ の 際 に は 区 画

の 募 集 倍 率 が 高 く 、非 常 に 人 気 が あ る と の こ と で

あ り 、市 民 の 緑 に 対 す る 意 識 の 高 ま り を 感 じ る こ

と が で き た 。  

こ う し た 取 組 は 、市 民 が 自 ら 緑 と 土 に 触 れ 合 う

こ と で 、 緑 の 重 要 性 を 再 認 識 し 、 緑 の 保 全 ・ 創 造

の 取 組 に 対 す る 意 識 を 高 め る 上 で 重 要 だ と 言 え

る だ ろ う 。  
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ウ  取 組 の 柱 ３ 「 市 民 が 実 感 で き る 緑 を つ く る 」  

取 組 の 柱 ３ で は 、 横 浜 み ど り 税 を 活 用 し て 、 市

民 協 働 に よ る 緑 の ま ち づ く り 事 業 な ど が 実 施 さ

れ て い る 。  

＜ 地 域 緑 の ま ち づ く り 実 施 箇 所 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 (計 画 期 :平 成 26 - 3 0 年 度 )の 4 か 年 (平 成 26 年 度 ～

平 成 29 年 度 )の 事 業 ・ 取 組 の 評 価 ・ 検 証 」 よ り  
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地 域 が 主 体 と な っ て 、地 域 に ふ さ わ し い 緑 を 創

出 す る 計 画 を つ く り 、実 行 す る 取 組 が 市 内 の 4 2地

区 で 実 施 さ れ て い る 。  

こ の 取 組 に つ い て も 、本 税 制 調 査 会 は 実 地 調 査

を 行 っ て い る が 、 そ の 地 域 で は 個 人 だ け で な く 、

法 人 も 積 極 的 に 緑 の 創 出 に 取 り 組 ん で い る の が

印 象 的 で あ っ た 。 こ う い っ た 取 組 は 、 直 接 的 に 緑

を 創 出 す る だ け で な く 、市 民 の 緑 に 対 す る 意 識 の

向 上 に 資 す る も の で あ ろ う 。  

こ の ほ か 、第 ２ 期 へ の 継 続 時 に 本 税 制 調 査 会 は 、

都 心 臨 海 部 や 緑 の 少 な い 地 域 の 緑 化 に も 取 り 組

む べ き と 指 摘 し て い た 。 こ の 点 に つ い て も 、 都 心

臨 海 部 の 都 市 公 園 、 港 湾 緑 地 、 街 路 樹 な ど を 中 心

に 質 の 高 い 緑 や 花 の 整 備 と 管 理 を 集 中 的 に 展 開

し 、 街 の 魅 力 の 形 成 、 賑 わ い づ く り に つ な げ る 取

組 が 実 施 さ れ て お り 、こ う い っ た 取 組 み に つ い て

も 評 価 で き よ う 。  

 

( 2 )  財 政 及 び 行 財 政 改 革 等 の 取 組 状 況  

こ れ も 、本 税 制 調 査 会 の こ れ ま で の 答 申 ・ 意 見 書

で 繰 り 返 し 述 べ て き た こ と で あ る が 、課 税 自 主 権 を

活 用 し て 市 民 に 追 加 の 負 担 を 求 め る に あ た っ て は 、

財 政 状 況 と 行 財 政 改 革 等 に 対 す る 理 解 と 納 得 が 欠

か せ な い 。  

こ こ で 、横 浜 市 の 財 政 と 行 財 政 改 革 等 の 取 組 状 況

に つ い て 確 認 す る 。  
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 ア  財 政 の 取 組 状 況  

歳 入 の 中 心 を 占 め る 市 税 収 入 は 、か つ て の よ う

な 伸 び を 確 保 す る こ と が 難 し い 状 況 が 続 い て い

る 。  

そ う し た 中 で 、 徹 底 し た 事 務 事 業 の 見 直 し や

様 々 な 財 源 確 保 な ど に よ り 、財 政 見 通 し で 見 込 ま

れ る 収 支 不 足 額 を 毎 年 度 の 予 算 編 成 で 確 実 に 解

消 し な が ら 、 財 政 の 健 全 性 を 維 持 し 、 持 続 可 能 な

財 政 運 営 の 推 進 に 取 り 組 ん で い る 。  

特 に 、他 都 市 に 先 駆 け て 市 債 の 発 行 抑 制 に 取 り

組 ん で い る 。 ま た 、 借 入 金 残 高 に つ い て も 、 一 般

会 計 の 市 債 残 高 だ け で な く 、 特 別 会 計 ・ 企 業 会 計

の 市 債 残 高 や 外 郭 団 体 の 借 入 金 の う ち 一 般 会 計

が 負 担 す る 債 務 も 含 め て「 一 般 会 計 が 対 応 す る 借

入 金 残 高 」 と 位 置 付 け 、 縮 減 に 取 り 組 ん で き て い

る こ と が 確 認 で き る 。  

＜ 一 般 会 計 が 対 応 す る 借 入 金 残 高 の 推 移 ＞  

 

※ 「 横 浜 市 中 期 ４ か 年 計 画 20 1 8～ 20 2 1（ 素 案 ） 」 よ り  

ま た 、市 税 の 公 平 か つ 適 正 な 賦 課 徴 収 に 努 め る

と と も に 、未 収 債 権 に つ い て 全 庁 的 に 縮 減 に 取 り
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組 ん で お り 、実 際 に 未 収 債 権 額 が 着 実 に 圧 縮 さ れ

て い る こ と が 確 認 で き る 。  

＜ 未 収 債 権 額 （ 滞 納 額 ） ※ の 推 移 ＞  

 未 収 債 権 額 （ 一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 ）  

2 5年 度 末  4 0 7億 円  

2 6年 度 末  3 7 7億 円  

2 7年 度 末  3 4 1億 円  

2 8年 度 末  3 1 0億 円  

2 9年 度 末 見 込 み  2 9 0億 円  

 ※ 一 時 的 か つ 特 殊 な 原 因 に よ り 発 生 し て い る も の を 除 く 滞 納 額  

 

＜ 未 収 債 権 額 全 体 （ 一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 ） の 推 移 ＞  

※ 「 横 浜 市 中 期 ４ か 年 計 画 20 1 8～ 20 2 1（ 素 案 ） 」 よ り  

 

イ  行 財 政 改 革 等 の 取 組 状 況  

厳 し い 財 政 状 況 を 踏 ま え 、事 業 評 価 を 踏 ま え た

事 務 事 業 の 見 直 し に 取 り 組 ん で お り 、経 費 縮 減 と
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市 民 サ ー ビ ス 向 上 に 一 定 の 成 果 を 挙 げ て い る 。  

平 成 3 0年 度 予 算 編 成 時 に お い て も 、事 業 見 直 し

効 果 額 1 1 6億 円 、事 業 見 直 し 件 数 1 , 1 7 6件 の 経 費 を

削 減 し て い る 。  

＜ 事 業 見 直 し 効 果 額 ・ 件 数 の 推 移 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「 横 浜 市 中 期 ４ か 年 計 画 20 1 8～ 20 2 1（ 素 案 ） 」 よ り  

ま た 、 業 務 効 率 化 や 事 業 廃 止 な ど 「 ス ク ラ ッ プ

ア ン ド ビ ル ド 」 の 取 組 に よ り 、 簡 素 で 効 率 的 な 執

行 体 制 の 構 築 に も 取 り 組 ん で い る 。   
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第 ２ 節  第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 の 課 税 制 度  

前 節 で は 、現 行 の 取 組 に つ い て 評 価 を 行 っ た 。本 節

で は 現 行 の 第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 の 税 制 に つ い て 検 証

す る 。  

ま ず 、横 浜 み ど り 税 の 課 税 手 法 ・ 課 税 期 間 ・ 税 率 に

つ い て 行 い 、そ の 後 、横 浜 み ど り 税 の 実 施 に 必 要 な 追

加 措 置 と し て 、固 定 資 産 税 等 の 軽 減 措 置 と 市 民 参 画 に

つ い て 行 う こ と と す る 。  

 

( 1 )  課 税 手 法  

ま ず 、横 浜 み ど り 税 の 課 税 手 法 で あ る が 、市 民 税

（ 個 人 ・ 法 人 ）均 等 割 へ の 超 過 課 税 と い う 課 税 手 法

を 採 用 し て い る 。  

こ れ は 、横 浜 み ど り 税 の 導 入 時 に 、本 税 制 調 査 会

の 前 身 で あ る 横 浜 市 税 制 研 究 会 に お い て 、 緑 の 保

全 ・ 創 造 に 向 け た 新 た な 税 と し て 、 市 民 税 （ 個 人 ・

法 人 ）均 等 割 へ の 超 過 課 税 に よ っ て 、多 く の 市 民 の

方 々 に 広 く 薄 く 負 担 を 求 め て い く こ と が 適 当 と 整

理 し た も の で あ り 、2 5年 度 の 継 続 時 に も そ の 考 え 方

を 採 用 し て い る も の で あ る 。  

そ の 趣 旨 を 改 め て 確 認 す る と 、  

・ 首 都 圏 と し て の 立 地 環 境 等 か ら 強 力 な 開 発 圧 力

に さ ら さ れ て い る 横 浜 市 に お い て 、緑 を 保 全 ・ 創

造 し て い く た め に は 大 き な コ ス ト を 要 し 、他 都 市

に お け る 行 政 需 要 や 標 準 的 税 負 担 に よ る 行 政 需

要 を 超 え る 水 準 の コ ス ト と 考 え ら れ る 。  
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・ 緑 の 保 全・創 造 に よ る 受 益 は 、市 民 で あ る 個 人・

法 人 に 広 く 及 ん で い く こ と か ら 課 税 手 法 と し て

は 市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均 等 割 の 超 過 課 税 が ふ さ

わ し い 。  

 と い う も の で あ っ た 。  

改 め て 言 う ま で も な く 、横 浜 み ど り 税 を 活 用 し た

横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 事 業 ・ 取 組 に よ る 受 益 は 、

広 く 個 人 ・ 法 人 に お よ ん で い る 。 し た が っ て 、 横 浜

み ど り 税 が 、 課 税 手 法 と し て 市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ）

均 等 割 の 超 過 課 税 を 採 用 し て い る こ と は 妥 当 で あ

る 。  

な お 、第 １ 期 の 横 浜 み ど り 税 に お い て は 、法 人 市

民 税 法 人 税 割 が 課 さ れ な い 法 人 、い わ ゆ る 欠 損 法 人

に 対 し て 横 浜 み ど り 税 の 課 税 免 除 措 置 が 設 け ら れ

て い た 。 し か し 、 第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 に お い て 、 課

税 免 除 措 置 は 廃 止 さ れ て い る 。 こ の 点 に つ い て は 、

そ も そ も 本 税 制 調 査 会 は 、欠 損 法 人 に 対 す る 課 税 免

除 措 置 に つ い て 、特 定 の 対 象 に 特 例 を 設 け る よ う な

制 度 は 公 平 性 と い う 点 か ら は 、望 ま し い と は 言 え な

い も の で あ る と し て い た 。こ の 廃 止 の 判 断 は 、前 回

の 継 続 に あ た っ て 、横 浜 市 と 市 会 に お い て 十 分 な 協

議 を 行 っ た 結 果 、 実 施 さ れ た も の で あ ろ う 。 税 制 ・

税 理 論 の 観 点 か ら は 、こ の 判 断 は 妥 当 な も の で あ る

と 評 価 す る 。  

 

( 2 )  課 税 期 間  

現 行 の 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 に 対 応 し た 横 浜 み
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ど り 税 の 課 税 期 間 と し て は ５ 年 間 で あ り 、個 人 に つ

い て は 平 成 2 6年 度 か ら 平 成 3 0年 度 ま で 、法 人 に つ い

て は 平 成 2 6 年 ４ 月 １ 日 か ら 平 成 3 1 年 ３ 月 3 1 日 ま で

の 間 に 開 始 す る 各 事 業 年 度 等 と な っ て い る 。  

横 浜 み ど り 税 導 入 時 の 横 浜 市 税 制 研 究 会 の 整 理

と し て は 、「 定 期 的 に 事 業 効 果 の 検 証 を 行 っ て い く

う え で 、５ 年 間 と い う 期 間 設 定 が 合 理 的 」と い う 整

理 を し て お り 、そ の 通 り の 税 制 が 採 用 さ れ て い る も

の で あ る 。  

課 税 自 主 権 を 活 用 し た 財 源 確 保 策 に お い て 、期 限

を 区 切 っ て 定 期 的 に 事 業 効 果 の 検 証 を 行 う こ と は

避 け ら れ な い 。事 業 効 果 の 検 証 を 行 っ て い く う え で

は 、横 浜 み ど り 税 の 課 税 期 間 が 、そ れ を 財 源 の 一 部

に 活 用 し て い る 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 計 画 期 間

と 同 じ 、５ 年 間 と い う 期 間 設 定 と な っ て い る こ と は

妥 当 で あ る 。  

な お 、前 回 の 継 続 時 に 、課 税 期 間 終 了 後 の 基 金 の

取 扱 い に つ い て 、た と え 課 税 期 間 が 終 了 し た と し て

も 、基 金 に 残 っ た 額 は 、引 き 続 き 根 幹 的 な 使 途 で あ

る 特 別 緑 地 保 全 地 区 等 の 買 取 り の 財 源 と し て 活 用

す る 必 要 が あ る こ と か ら 、課 税 の 期 間 と 基 金 の 存 続

期 間 は 一 致 し な い と 結 論 付 け て い る 。  

樹 林 地 の 買 取 事 業 は 、横 浜 み ど り 税 の 使 途 と し て

の 根 幹 と な る 事 業 で あ る 。こ の 買 取 り は 、主 に 土 地

所 有 者 等 の 不 測 の 事 態 の 発 生 に 対 応 す る も の で あ

っ て 、そ の 事 業 執 行 は 必 ず し も 課 税 期 間 中 に 生 ず る

と は 限 ら な い 。買 取 り に 充 て る べ き 横 浜 み ど り 税 が

基 金 に 積 み 残 し に な る 可 能 性 も あ る が 、こ の よ う な
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状 況 に お い て は む し ろ 、納 税 義 務 者 の 増 や 景 気 動 向

な ど に よ る 税 収 の 上 振 れ 分 な ど も 含 め て 、基 金 に 残

っ た 額 は 、引 き 続 き 根 幹 的 な 使 途 で あ る 特 別 緑 地 保

全 地 区 等 の 買 取 り の 財 源 と し て 活 用 す べ き も の で

あ る 。  

 

( 3 )  税 率  

現 行 の 横 浜 み ど り 税 の 税 率 は 、個 人 は 年 間 9 0 0円 、

法 人 は 年 間 均 等 割 額 の ９ ％ 相 当 額 と な っ て い る 。  

こ の 税 率 の 算 定 に あ た っ て は 、横 浜 み ど り 税 は 緑

の 保 全・創 造 の 取 組 の た め に 必 要 な 財 源 を 確 保 す る

た め の も の で あ る か ら 、「 こ れ か ら の 緑 の 取 組 ［ 平

成 2 6 - 3 0年 度 ］ (案 )」 の 総 事 業 費 約 4 8 5億 円 か ら 、 国

費・市 債 の 充 当 分 及 び 一 般 財 源 で 対 応 す べ き 部 分 を

除 い て 、横 浜 み ど り 税 を 充 当 す る 必 要 が あ る 事 業 費

を 約 1 3 0億 円 と 積 算 し た 。  

そ し て 、仮 に こ れ ら の 全 て を 市 民 税（ 個 人・法 人 ）

均 等 割 の 超 過 課 税 に よ っ て ま か な う こ と と し た 場

合 、個 人 の 税 率 は 年 額 9 0 0円 、法 人 は 規 模 等 に 応 じ た

均 等 割 額 の ９ ％ 相 当 額（ 4 , 5 0 0円 ～ 2 7 0 , 0 0 0円 ）に な

る と 算 定 さ れ た も の で あ る 。  

こ れ は 、 示 さ れ た 計 画 に お け る 事 業 費 を 前 提 に 、

必 要 と さ れ る 財 源 を 全 て 市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均 等

割 の 超 過 課 税 に よ っ て ま か な う こ と と 仮 定 し た 場

合 の 税 率 を 、本 税 制 調 査 会 と し て 算 定 し た も の で あ

る 。最 終 的 な 税 率 及 び そ の 算 定 根 拠 で あ る 事 業 費 は 、

横 浜 市 と 市 会 に お い て 協 議 し た う え で 設 定 さ れ て
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い る 。  

ま た 、 個 人 ・ 法 人 間 の 負 担 割 合 に つ い て は 、 横 浜

み ど り 税 の 導 入 時 に 横 浜 市 税 制 研 究 会 に お い て 整

理 さ れ て い る 。具 体 的 に は 、実 施 に よ る 市 民 税 全 体

（ 所 得 課 税 分 を 含 む ）の 負 担 増 加 率 を 個 人 ・ 法 人 で

同 程 度 と し て い く こ と が 適 当 と し て 、現 行 の 横 浜 み

ど り 税 で は 、個 人 9 0 0円・法 人 ９ ％ 相 当 額 と な っ て お

り 、個 人 1 0 0円 に つ き 法 人 １ ％ 相 当 額 と な っ て い る 。 

こ の 個 人 ・ 法 人 間 の 税 率 設 定 は 、府 県 に お け る 森

林 保 全 等 に 向 け た 県 民 税 超 過 課 税 に お い て も 広 く

採 用 さ れ て お り 、そ う い っ た 点 か ら 見 て も 妥 当 で あ

る と 言 え る だ ろ う 。  

 

第 ３ 節  横 浜 み ど り 税 の 実 施 に 必 要 な 追 加 措 置  

次 に 、 横 浜 み ど り 税 の 実 施 に 必 要 な 追 加 措 置 と し

て 、 固 定 資 産 税 の 軽 減 措 置 と 市 民 参 画 に つ い て 検 証

す る 。  

こ の ２ つ の 制 度 は 、 横 浜 み ど り 税 を 適 正 に 実 施 す

る た め に 、 横 浜 み ど り 税 導 入 当 初 か ら 設 け ら れ て い

る も の で あ る 。  

 

( 1 )  固 定 資 産 税 等 の 軽 減 措 置  

横 浜 み ど り 税 条 例 で は 、 市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ）

均 等 割 へ の 超 過 課 税 の 他 に も 、 固 定 資 産 税 及 び 都

市 計 画 税 の 軽 減 措 置 と し て 、 「 基 準 以 上 の 緑 化 に

対 す る 軽 減 措 置 」 と 「 宅 地 内 の 農 業 用 施 設 用 地 に

対 す る 軽 減 措 置 」 を 規 定 し て い る 。  
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こ れ ら の 制 度 は 、 緑 地 や 農 地 の 維 持 管 理 負 担 の

軽 減 を 図 り 、 一 層 の 市 街 地 等 の 緑 化 誘 導 や 農 地 の

維 持 保 全 を 図 る こ と を 目 的 と し て 導 入 し た も の で

あ る 。  

 

ア  基 準 以 上 の 緑 化 に 対 す る 軽 減 措 置 （ 緑 の 創 造

を 目 的 と し た 税 負 担 の 軽 減 措 置 ）  

こ の 制 度 は 、 敷 地 面 積 が 5 0 0 ㎡ 以 上 の 建 築 物

の 敷 地 に お い て 、 一 定 の 緑 化 基 準 を 超 え て ５ ％

以 上 の 上 乗 せ 緑 化 を 行 い 、 緑 化 部 分 全 体 を 横 浜

市 と 1 0 年 間 保 全 す る 契 約 を 締 結 し た 場 合 、 上 乗

せ 緑 化 し て い る 部 分 に 係 る 固 定 資 産 税 ・ 都 市 計

画 税 の 税 額 の ４ 分 の １ を 1 0 年 間 軽 減 す る も の で

あ る 。  

こ の 軽 減 措 置 の 適 用 実 績 と 軽 減 相 当 額 は 次 の

通 り と な っ て い る 。  

＜ 適 用 実 績 及 び 軽 減 相 当 税 額 ＞  
 

認 定 年 度  筆 数  面 積 ( h a )  

軽 減 相 当 税 額 （ 千 円 ）  

2 6 年 度  2 7 年 度  2 8 年 度  2 9 年 度  

2 1 - 2 4 年  3 2 1  3 8 . 6  4 1 , 3 6 9  4 1 , 9 0 8  4 2 , 0 2 7  4 1 , 9 5 0  

2 5 年  3 2  1 2 . 9  1 5 , 8 9 1  1 6 , 5 0 9  1 6 , 4 8 8  1 6 , 4 8 8  

2 6 年  1 4  1 . 8  ―  2 , 1 6 2  2 , 1 6 2  2 , 1 5 3  

2 7 年  2 7  1 . 1  ―  ―  1 , 0 2 5  1 , 0 7 7  

2 8 年  1 1  5 . 5  ―  ―  ―  4 , 4 5 9  

合 計  4 0 5  5 9 . 9  5 7 , 2 6 0  6 0 , 5 7 9  6 1 , 7 0 2  6 6 , 1 2 7  

※ 財 政 局 作 成  
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イ  宅 地 内 の 農 業 用 施 設 用 地 に 対 す る 軽 減 措 置

（ 緑 の 保 全 を 目 的 と し た 税 負 担 の 軽 減 措 置 ）  

こ の 制 度 は 、 1 , 0 0 0 ㎡ 以 上 の 農 地 で 耕 作 を 行 っ

て い る 農 家 で 、 所 有 農 地 等 を 1 0 年 以 上 耕 作 す る

こ と 及 び 農 業 用 施 設 を 1 0 年 間 継 続 し て 利 用 す る

契 約 を 横 浜 市 と 締 結 し た 場 合 、 農 家 の 敷 地 内 に

あ る 農 業 用 施 設 用 地 に 係 る 固 定 資 産 税 ・ 都 市 計

画 税 に つ い て 、 一 般 の 農 業 用 施 設 用 地 の 税 額 と

の 差 額 相 当 分 を 1 0 年 間 軽 減 す る 措 置 で あ る 。  

こ の 軽 減 措 置 の 適 用 実 績 と 軽 減 相 当 額 は 次 の

通 り と な っ て い る 。  

＜ 適 用 実 績 及 び 軽 減 相 当 税 額 ＞  
 

認 定 年 度  筆 数  面 積 ( h a )  

軽 減 相 当 税 額 （ 千 円 ）  

2 6 年 度  2 7 年 度  2 8 年 度  2 9 年 度  

2 1 - 2 4 年  1 1 6  1 . 5  6 , 5 4 3  6 , 4 9 8  6 , 2 3 2  6 , 2 6 2  

2 5 年  4 4  3 . 6  1 , 6 0 4  1 , 6 3 8  1 , 6 3 9  1 , 6 3 7  

2 6 年  1 6  1 . 6  ―  3 8 9  6 8 1  6 8 1  

2 7 年  1 9  1 . 3  ―  ―  1 , 1 7 3  1 , 2 5 1  

2 8 年  9  0 . 7  ―  ―  ―  4 6 7  

合 計  2 0 4  8 . 7  8 , 1 4 7  8 , 5 2 5  9 , 7 2 5  1 0 , 2 9 8  

※ 財 政 局 作 成  

 

ウ  ま と め  

前 回 の 継 続 時 に も 指 摘 し た こ と で あ る が 、 や

は り １ 筆 あ た り の 軽 減 額 の イ ン パ ク ト が 小 さ く

感 じ る 。  
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し か し な が ら 、 適 用 件 数 及 び 面 積 は 着 実 に 増

加 し て い る 。 緑 地 や 農 地 の 維 持 管 理 負 担 の 軽 減

が 図 ら れ て い る こ と か ら 、 市 街 地 等 の 緑 化 誘 導

や 農 地 の 維 持 保 全 に 対 す る イ ン セ ン テ ィ ブ と し

て の 効 果 が 一 定 程 度 は 出 て い る と 考 え ら れ 、 こ

れ ら の 制 度 を 導 入 し て い る こ と に よ る 成 果 は あ

っ た と 考 え る 。  

 

( 2 )  市 民 参 画  

横 浜 み ど り 税 の 導 入 時 に 横 浜 市 税 制 研 究 会 は 、

市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均 等 割 の 超 過 課 税 と い う 形

で 新 た な 税 負 担 を 市 民 に 求 め る た め に は 、 こ れ ま

で 以 上 に 市 民 の 理 解 と 参 画 に 支 え ら れ る こ と が 重

要 で あ る と の 指 摘 を し た 。  

施 策 の 開 始 に あ た っ て の 事 前 の 市 民 参 画 は も ち

ろ ん 、 ど の よ う に 使 わ れ 、 ど の よ う な 効 果 が あ っ

た か と い う 事 後 的 な 効 果 の 検 証 、 さ ら に は 施 策 へ

の 提 言 等 に つ い て も 、 こ れ ま で の 取 組 を さ ら に 発

展 さ せ た 仕 組 み を 作 り 上 げ て い く こ と が 重 要 と 整

理 し て い る 。  

こ う し た 考 え 方 の 下 で 、 平 成 2 1 年 度 に 「 横 浜 み

ど り ア ッ プ 計 画 市 民 推 進 会 議 」 が 設 置 さ れ 、 平 成

2 4 年 度 か ら は 本 税 制 調 査 会 と 同 様 の 条 例 設 置 の 附

属 機 関 と し て 活 動 し て い る 。 委 員 は 、 学 識 経 験 者

の ほ か 、 関 係 団 体 、 町 内 会 ・ 自 治 会 代 表 、 公 募 市

民 の 計 1 6 名 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 施 策 ・ 事 業 の
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市 民 へ の 情 報 提 供 や 、 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 評

価 及 び 意 見 ・ 提 案 を 市 民 参 加 に よ り 行 っ て い る 。  

今 回 、 本 税 制 調 査 会 に 対 し て は 、 平 成 3 0 年 ６ 月

に ま と め ら れ た 市 民 推 進 会 議 の 平 成 2 9 年 度 報 告 書

で あ る 「 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 ４ か 年 の 評 価 ・ 提

案 」 が 提 出 さ れ た 。 そ の 内 容 を 見 る と 、 取 組 の 柱

ご と に 横 浜 み ど り 税 を 充 当 し て い る 事 業 ・ 取 組 を

中 心 に 評 価 ・ 検 証 を 詳 細 に 行 っ て お り 、 さ ら に は

事 業 ・ 取 組 に 関 す る 提 案 を 行 っ て い る 。  

横 浜 み ど り 税 の 使 途 に つ い て 、 本 税 制 調 査 会 が

税 の 立 場 か ら の チ ェ ッ ク を 行 う の に 対 し て 、 市 民

推 進 会 議 は 公 募 市 民 ５ 名 を 含 め た 1 6 名 の 委 員 が 、

市 民 の 立 場 か ら チ ェ ッ ク を 行 う こ と で 、 緑 の 保

全 ・ 創 造 に よ る 受 益 を 受 け る 市 民 自 ら が 緑 の 保

全 ・ 創 造 の 取 組 に 携 わ っ て い る も の で あ り 、 有 効

に 機 能 し て い る と 評 価 で き る 。  

 

第 ４ 節  ま と め  

本 章 で は 、 第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 に つ い て 検 証 を 行

っ た 。 本 章 の 冒 頭 で 述 べ た 通 り 、 横 浜 み ど り 税 は 、

緑 の 保 全 ・ 創 造 の 取 組 の 財 源 を 確 保 す る た め の 超 過

課 税 で あ る た め 、 課 税 の 根 拠 は 横 浜 市 が 実 施 し よ う

と し て い る 樹 林 地 保 全 や 緑 化 の 推 進 と い う 事 業 の 妥

当 性 と 、 そ の 事 業 の 財 源 を 超 過 課 税 で ま か な う 必 要

性 と に 求 め ら れ る 。  

そ の た め 、 第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 の 検 証 に あ た っ て

は 、 事 業 の 妥 当 性 を 確 認 す る た め に 、 横 浜 み ど り 税
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の 使 途 で あ る 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 成 果 に つ い て

評 価 を 行 う こ と か ら 始 め た 。 続 い て 、 そ の 事 業 の 財

源 を 超 過 課 税 で ま か な う 必 要 性 を 確 認 す る た め に 、

横 浜 市 の 財 政 及 び 行 財 政 改 革 等 の 取 組 状 況 に つ い て

評 価 を 行 っ た 。 そ し て 、 課 税 の 根 拠 の 確 認 が 終 わ っ

た 後 に 、 第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 の 税 制 に つ い て 検 証 を

行 っ た の で あ る 。  

ま ず 、 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 成 果 に つ い て 評 価

だ が 、 成 果 の 評 価 は 取 組 の 柱 ご と に 行 っ た 。 取 組 の

柱 １ で は 、 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 根 幹 の 事 業 で あ

る こ と か ら 、 様 々 な 実 績 ・ 指 標 に つ い て 確 認 を 行

い 、 横 浜 み ど り 税 の 導 入 に よ り 、 不 測 の 事 態 等 に よ

る 買 取 り 希 望 に 対 し て 確 実 に 対 応 し て も ら え る 安 心

感 な ど を 背 景 に 、 樹 林 地 の 指 定 推 進 が 大 幅 に 進 ん で

い る こ と を 確 認 し た 。 取 組 の 柱 ２ で は 、 市 域 内 の 水

田 の ９ 割 を 保 全 で き て い る こ と と 、 収 穫 体 験 農 園 や

農 園 付 公 園 の 整 備 が 進 ん だ こ と を 確 認 し た 。 取 組 の

柱 ３ で は 、 市 民 協 働 に よ る 緑 の ま ち づ く り 事 業 に よ

り 、 市 民 が 自 ら 地 域 に ふ さ わ し い 緑 を 創 出 す る 取 組

が 実 施 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 。  

続 い て 、 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 財 源 を 超 過 課 税

で ま か な う 必 要 性 を 確 認 す る た め に 、 横 浜 市 の 財 政

及 び 行 財 政 改 革 等 の 取 組 状 況 に つ い て 評 価 を 行 っ

た 。 横 浜 市 が 、 厳 し い 財 政 状 況 の 中 で 、 借 入 金 残 高

の 縮 減 や 未 収 債 権 の 縮 減 な ど に 取 り 組 む と と も に 、

事 務 事 業 の 見 直 し に 取 り 組 ん で い る こ と を 確 認 し

た 。  
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ま た 、 第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 の 税 制 に つ い て 、 課 税

手 法 ・ 課 税 期 間 ・ 税 率 の ３ つ の 視 点 か ら 検 証 を 行 っ

た 。 課 税 手 法 に つ い て は 、 市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均

等 割 へ の 超 過 課 税 と い う 課 税 手 法 を 採 用 し て い る こ

と が 妥 当 で あ る こ と を 確 認 し た 。 課 税 期 間 に つ い て

は 、 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 計 画 期 間 と 同 じ 、 ５ 年

間 と い う 期 間 設 定 と な っ て い る こ と は 妥 当 で あ る こ

と を 確 認 し た 。 税 率 に つ い て も 、 横 浜 み ど り 税 が 特

定 施 策 の 財 源 を 確 保 す る た め の も の で あ る た め 、 横

浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 事 業 の う ち 、 横 浜 み ど り 税 を

充 当 す る 必 要 が あ る 事 業 費 を 積 み 上 げ た 上 で 算 出 し

て お り 、 妥 当 で あ る こ と を 確 認 し た 。  

な お 、 横 浜 み ど り 税 の 実 施 に 必 要 な 追 加 措 置 と し

て 設 け ら れ て い る 固 定 資 産 税 等 の 軽 減 措 置 と 市 民 参

画 に つ い て 検 証 を 行 い 、 現 行 制 度 が 適 切 な も の で あ

る こ と を 確 認 し た 。 特 に 市 民 参 画 に つ い て は 、 市 民

推 進 会 議 が 横 浜 み ど り 税 の 使 途 を 、 市 民 の 立 場 か ら

チ ェ ッ ク し て お り 、 有 効 に 機 能 し て い る こ と が 確 認

で き た 。  

以 上 の 通 り 、 本 税 制 調 査 会 は 、 第 ２ 期 横 浜 み ど り

税 は 、 課 税 の 根 拠 及 び 税 制 に つ い て 適 正 で あ っ た と

結 論 付 け る 。 こ れ で 、 第 ３ 期 横 浜 み ど り 税 の 継 続 を

検 討 す る 準 備 が 整 っ た の で あ る 。  
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第 ２ 章  第 ３ 期 横 浜 み ど り 税 の 継 続 の 是 非  

前 章 で 、第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 は 、課 税 の 根 拠 及 び 税 制

に つ い て 適 正 で あ る こ と を 確 認 し た 。  

本 章 で は 、第 ３ 期 横 浜 み ど り 税 の 継 続 の 是 非 に つ い て

検 討 す る 。継 続 の 是 非 を 判 断 す る た め に は 、改 め て 課 税

の 根 拠 を 精 査 す る 必 要 が あ る 。課 税 の 根 拠 と は 、前 章 で

も 述 べ た よ う に 、超 過 課 税 に よ り 実 施 し よ う と し て い る

事 業 の 妥 当 性 と そ の 事 業 の 財 源 を 超 過 課 税 で ま か な う

必 要 性 で あ る 。  

課 税 自 主 権 を 活 用 し て 市 民 に 負 担 を 求 め る 以 上 は 、政

策 の 必 要 性 や 財 政 状 況 等 に 係 る 市 民 の 理 解 が 不 可 欠 で

あ る 。次 期 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 詳 細 を 確 認 す る こ と

な く し て 市 民 の 理 解 は 得 ら れ な い 。  

以 下 で 、次 期 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 と そ の 事 業 費 、今

後 の 行 財 政 改 革 等 の 取 組 の 方 向 性 を 確 認 し 、横 浜 み ど り

税 の 税 制 に つ い て 検 討 す る 。  

 

第 １ 節  横 浜 み ど り 税 の 課 税 継 続 の 根 拠  

( 1 )  こ れ か ら の 緑 の 取 組 [ 2 0 1 9 - 2 0 2 3 ]  

「 こ れ か ら の 緑 の 取 組 [ 2 0 1 9 - 2 0 2 3 ]（ 原 案 ）」を 見

る と 、現 行 の 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 基 本 的 な 枠 組

み や 主 な 取 組 は 継 承 さ れ て い る 。  

前 章 で 、現 行 の 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 が 十 分 な 成

果 を あ げ て い る こ と を 確 認 し て お り 、継 承 し て い る

取 組 に つ い て は 基 本 的 に は 問 題 な い も の で あ る 。  

以 下 で 、取 組 の 柱 ご と に 次 期 に 向 け て 変 更 ・ 拡 充
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し よ う と し て い る 事 業 を 中 心 に 確 認 す る 。  

 

 ア  取 組 の 柱 １「 市 民 と と も に 次 世 代 に つ な ぐ 森 を

育 む 」  

第 １ 章 の 検 証 で も 述 べ た が 、横 浜 み ど り 税 の 主

た る 使 途 で あ り 、横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 中 で も

最 も 重 要 な 施 策 で あ る 。 こ の 事 業 に つ い て 、 必 要

性 の 確 認 と 変 更 ・ 拡 充 し よ う と し て い る 内 容 を 確

認 す る 。  

○ 横 浜 市 は 依 然 と し て 高 い 開 発 圧 力 に さ ら さ れ

て い る の か  

ま ず 、こ の 事 業 の 必 要 性 を 確 認 す る の に あ た り 、

本 税 制 調 査 会 の 抱 い た 一 つ の 疑 問 は 、横 浜 市 は 依

然 と し て 高 い 開 発 圧 力 に さ ら さ れ て い る の か と

い う こ と で あ る 。 横 浜 市 が 、 引 き 続 き 高 い 開 発 圧

力 に さ ら さ れ て い な け れ ば 、樹 林 地 の 減 少 に 歯 止

め を か け る た め に 、 引 き 続 き 樹 林 地 の 指 定 ・ 買 取

に 取 り 組 む 必 要 は な く な る か ら で あ る 。  

横 浜 市 は 首 都 圏 の 中 で も 、住 み た い 街 の ラ ン キ

ン グ な ど で も 必 ず 上 位 と な っ て お り 、一 般 的 な イ

メ ー ジ と し て は ま だ ま だ 開 発 圧 力 が 強 い イ メ ー

ジ が あ る 。 し か し 、 市 民 の 理 解 を 得 る た め に は 、

し っ か り と し た 裏 付 け の あ る 説 明 が 必 要 で あ ろ

う と 考 え た の で あ る 。  

ま ず 、具 体 的 に 樹 林 地 が 開 発 さ れ た 事 例 を 確 認

し た 。 左 が 2 4年 の 航 空 写 真 、 右 が 2 9年 の 航 空 写 真

で あ る 。  



38 

 

＜ 樹 林 地 が 開 発 さ れ た 事 例 ＞  
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※ 環 境 創 造 局 作 成  

航 空 写 真 か ら 、赤 丸 の 2 4年 に 樹 林 地 で あ っ た 部

分 が 、2 9年 に は 住 宅 地 等 と し て 開 発 さ れ た 状 況 が

確 認 で き る 。  

一 方 、 緑 色 ・ 黄 色 の 囲 み は 緑 地 保 存 地 区 や 市 民

の 森 契 約 地 と し て 既 に 保 全 さ れ て い る 樹 林 地 で

あ る 。既 に 保 全 さ れ て い る 樹 林 地 は 開 発 を 免 れ て

お り 、樹 林 地 保 全 の 取 組 の 成 果 と し て も 見 る こ と

が で き る 。  

次 に 、緑 被 率 減 少 傾 向 の 原 因 に つ い て 確 認 す る 。 
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＜ 緑 被 地 減 少 傾 向 の 原 因 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「 横 浜 市 第 10 次 緑 被 地 デ ー タ 現 況 詳 細 調 査 報 告 書 （ H2 8 . 3） 」 よ り  
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こ の 緑 被 地 減 少 傾 向 の 原 因 は 、横 浜 市 が ５ 年 ご

と に 実 施 し て い る 緑 被 率 調 査 結 果 で あ る 。こ の 資

料 か ら は 、 緑 被 地 の 減 少 原 因 で 最 も 多 い の が 、 市

街 化 区 域 ・ 市 街 化 調 整 区 域 の 別 に 関 わ ら ず 、 住 宅

の 建 築 で あ る こ と が 見 て 取 れ る 。  

先 に 見 た 開 発 の 事 例 や 緑 被 率 調 査 の 結 果 か ら 、

樹 林 地 が 減 少 す る 主 な 原 因 は 、住 宅 の 建 築 で あ る

こ と が 確 認 で き る 。  

そ こ で 、 新 設 住 宅 着 工 数 の 推 移 を 確 認 し た 。  

＜ 新 築 住 宅 着 工 数 の 推 移 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 国 土 交 通 省 「 住 宅 着 工 統 計 」 よ り  

新 築 住 宅 着 工 数 か ら は 、リ ー マ ン シ ョ ッ ク 後 に

着 工 数 が 一 時 的 に 減 少 し て い る も の の 、そ の 後 は

回 復 基 調 に あ る こ と が 確 認 で き る 。横 浜 市 に お い

て は 、着 工 数 が リ ー マ ン シ ョ ッ ク 前 の 水 準 に 近 い

と こ ろ ま で 回 復 し て い る 。  

こ う し た 状 況 か ら 、横 浜 市 は 引 き 続 き 高 い 開 発

圧 力 に さ ら さ れ て い る と 言 え る だ ろ う 。  
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○ 横 浜 市 の 樹 林 地 保 全 は ま ち づ く り 政 策 と 矛 盾

し な い の か  

続 い て 、 本 税 制 調 査 会 の 抱 い た の は 、 横 浜 市 の

樹 林 地 保 全 の ゾ ー ニ ン グ の 考 え 方 に 対 す る 疑 問

で あ る 。 こ れ は 、 横 浜 市 の 次 期 中 期 ４ か 年 計 画 の

素 案 に お い て「 コ ン パ ク ト で 活 力 の あ る 郊 外 部 の

ま ち づ く り 」が 掲 げ ら れ て い る こ と に つ い て の も

の で あ る 。  

一 般 的 に コ ン パ ク ト シ テ ィ と 言 え ば 、今 後 の 人

口 減 少 社 会 へ の 対 応 と し て 、都 市 イ ン フ ラ を 域 内

で 集 中 ・ 誘 導 さ せ る も の で あ り 、 郊 外 部 は 開 発 が

規 制 さ れ る も の で あ る 。こ う い っ た 状 況 の 変 化 が

あ れ ば 、そ れ に 応 じ て 樹 林 地 の 保 全 施 策 に も 変 化

が 生 ず る の で は な い か と の 疑 念 で あ る 。  

ま ず 、横 浜 市 の 中 期 ４ か 年 計 画 の 素 案 の コ ン パ

ク ト な 郊 外 部 の ま ち づ く り の イ メ ー ジ を 確 認 す

る 。  

＜ コ ン パ ク ト な 郊 外 部 の ま ち づ く り イ メ ー ジ ＞  

 

 

 

 

 

 

 
 
  

※ 「 横 浜 市 中 期 ４ か 年 計 画 20 1 8～ 20 2 1（ 素 案 ） 」 よ り  
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横 浜 市 の コ ン パ ク ト な 郊 外 部 の ま ち づ く り の

イ メ ー ジ に お い て は 、 住 宅 地 の 再 生 ・ 活 性 化 に

向 け 、 団 地 の 再 生 支 援 や 生 活 支 援 機 能 の 充 実 等

を 図 る と と も に 、 豊 か な 自 然 環 境 や 良 好 な 街 並

み 等 の 魅 力 を い か し た 住 環 境 を 形 成 す る と し て

い る 。 ま た 、 駅 等 の 拠 点 と 住 宅 地 等 を 地 域 交 通

で つ な ぎ 、 利 便 性 の 高 い ま ち づ く り を 進 め る と

し て い る 。  

横 浜 市 の 目 指 す ま ち づ く り に は 、 豊 か な 自 然

環 境 が 組 み 込 ま れ て い る 。 ま た 、 積 極 的 に 市 街

地 を 縮 退 さ せ る イ メ ー ジ で は な い 。  

以 上 の 通 り 、 緑 の 保 全 ・ 創 造 の 取 組 と の 間 に 矛

盾 が な い こ と が 確 認 さ れ た 。  

こ こ ま で で 、 樹 林 地 の 指 定 ・ 買 取 の 取 組 の 必 要

性 が 確 認 し た が 、以 下 で は 、取 組 の 柱 １ に つ い て 、

次 期 の 計 画 に 向 け た 施 策 の 変 更 点 に つ い て 確 認

す る 。  

○ 樹 林 地 の 新 規 指 定 目 標 面 積 の 変 更  

ま ず 、 変 更 点 の 一 つ 目 は 、 現 行 み ど り ア ッ プ 計

画 で は ５ か 年 で 5 0 0ヘ ク タ ー ル で あ っ た 樹 林 地 の

新 規 指 定 の 目 標 面 積 を 、 ５ か 年 で 3 0 0ヘ ク タ ー ル

と し 、緑 の 1 0大 拠 点 内 の 樹 林 地 や 身 近 な ま と ま り

の あ る 樹 林 地 の 指 定 を 推 進 し て い く こ と と し て

い る 。  
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＜ 緑 の 1 0 大 拠 点 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 横 浜 市 水 と 緑 の 基 本 計 画 よ り  

 

樹 林 地 の 指 定 事 業 は 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の

根 幹 を な す 事 業 で あ り 、指 定 の 目 標 を 引 き 下 げ る

こ と は 横 浜 市 の 緑 の 保 全 ・ 創 造 の 取 組 が 減 速 す る

の で は な い か と の 疑 念 が わ く か も し れ な い 。  

し か し 、こ の 理 由 は 第 １ 章 の 評 価 で も 述 べ た 通
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り 、指 定 面 積 の 平 均 が 小 さ く な っ た こ と に よ る も

の で あ る 。大 規 模 で 比 較 的 合 意 が 得 ら れ や す い 樹

林 地 が 一 通 り 指 定 さ れ た こ と で 、今 後 は よ り 規 模

の 小 さ い 樹 林 地 が 増 え る た め に 指 定 面 積 が 伸 び

な い で あ ろ う と の 予 測 に 基 づ く も の で あ る 。  

今 後 は 、よ り 小 さ い 樹 林 地 や よ り 難 易 度 が 増 し

て い る 案 件 に つ い て 、指 定 の 勧 奨 を 進 め て い く こ

と と な る 。今 ま で 以 上 に 丁 寧 に 時 間 を か け た 働 き

か け が 必 要 に な っ て く る だ ろ う 。 し か し 、 こ の 事

業 の 成 果 こ そ が 、横 浜 み ど り 税 導 入 の 成 果 と も 言

え る も の で あ る た め 、目 標 達 成 に 向 け て 全 力 で 取

り 組 む こ と を 期 待 す る 。  

ま た 、 新 規 指 定 の 目 標 面 積 は 縮 減 す る が 、 買 取

の 想 定 面 積 は 現 行 計 画 の 1 0 8 ヘ ク タ ー ル か ら 1 1 3

ヘ ク タ ー ル と 増 加 を 見 込 ん で い る 。 こ れ は 、 既 に

指 定 し て い る 樹 林 地 か ら の 買 取 請 求 を 見 込 ん で

い る も の で あ り 、新 規 指 定 の 目 標 面 積 と た だ ち に

連 動 す る も の で は な い 。引 き 続 き 所 有 者 の 不 測 の

事 態 に よ る 買 取 に し っ か り と 対 応 し て い く べ き

で あ る 。  

な お 、保 全 し た 樹 林 地 は 着 実 に 増 加 し て き て い

る 。 引 き 続 き 、 保 全 措 置 が 講 じ ら れ た 樹 林 地 を 適

切 に 維 持 管 理 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

○ 指 定 し た 樹 林 地 に お け る 維 持 管 理 支 援 の 拡 充  

次 期 に 向 け て は 、土 地 所 有 者 が 樹 林 地 と し て 持

ち 続 け ら れ る よ う 、指 定 し た 樹 林 地 に お け る 維 持

管 理 の 負 担 を 軽 減 す る た め の 支 援 を 拡 充 す る 予
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定 と な っ て い る 。  

現 行 で は 、土 地 所 有 者 の 維 持 管 理 負 担 を 軽 減 し 、

樹 林 地 の 安 全 性 の 向 上 な ど を 図 る た め 、樹 林 地 の

外 周 部 で 土 地 所 有 者 が 行 う 危 険 ・ 支 障 樹 木 の せ ん

定 ・ 伐 採 や 草 刈 り な ど の 維 持 管 理 作 業 に 助 成 を 行

っ て い る 。  

し か し 、 現 行 の 取 組 は 、 樹 林 地 内 部 の 倒 木 や 枯

れ 木 の 撤 去 処 分 な ど の 費 用 を 維 持 管 理 作 業 の 対

象 と し て い な い 。 そ の た め 、 抜 本 的 な 解 決 に な っ

て い な い と い う 声 が あ っ た 。  

今 回 、そ う し た 樹 林 地 内 部 の 倒 木 や 枯 れ 木 の 撤

去 処 分 な ど の 費 用 の 一 部 に も 助 成 を 拡 充 す る こ

と を 次 期 計 画 に 盛 り 込 ん で い る 。こ う し た 助 成 の

拡 充 に よ り 、土 地 所 有 者 に よ る 樹 林 地 の 維 持 管 理

負 担 が 軽 減 さ れ る こ と で 、樹 林 地 の 買 取 請 求 が 後

年 度 と な る 効 果 も 期 待 で き る も の で あ る 。  

  

 イ  取 組 の 柱 ２「 市 民 が 身 近 に 農 を 感 じ る 場 を つ く

る 」  

第 １ 章 で も 見 た 通 り 、取 組 の 柱 ２ に お い て 横 浜

み ど り 税 を 充 当 し て 行 わ れ て い る 主 な 事 業 は 、水

田 の 保 全 、 収 穫 体 験 農 園 ・ 農 園 付 公 園 の 整 備 で あ

る 。  

こ れ ら の 事 業 に つ い て は 、次 期 に 向 け て 特 に 大

き な 変 更 は 行 わ ず 、引 き 続 き 取 り 組 ん で い く と の

こ と で あ っ た 。  

横 浜 市 に お い て は 、既 に 述 べ た よ う に 樹 林 地 と
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田 や 畑 が 一 体 と な っ た 谷 戸 景 観 や 、川 沿 い の 水 田

景 観 な ど の 農 景 観 は 、地 域 の 景 観 と し て 多 く の 市

民 に 親 し ま れ て い る 。都 市 に お け る 水 田 は 収 益 性

も 低 く 、保 全 の 取 組 な く し て は す ぐ に 転 用 さ れ て

し ま う 。 水 田 は 樹 林 地 と 同 様 、 一 度 転 用 さ れ て し

ま う と 元 に 戻 す こ と が 困 難 で あ る 。  

市 民 が 身 近 な 緑 と し て の 農 を 感 じ る 場 と し て 、

水 田 を 保 全 す る 取 組 は 継 続 す る こ と が 妥 当 で あ

る と 考 え る 。  

ま た 、 収 穫 体 験 農 園 ・ 農 園 付 公 園 の 整 備 に つ い

て も 、 評 価 の 項 で も 述 べ た 通 り 、 市 民 が 自 ら 緑 と

土 に 触 れ 合 う 場 を 提 供 す る こ と で 、市 民 が 緑 の 保

全 ・ 創 造 の 取 組 に 対 す る 意 識 を 高 め る こ と に つ な

が る 。こ う し た 取 組 も 継 続 す る こ と が 妥 当 で あ る 。 

 

ウ  取 組 の 柱 ３「 市 民 が 実 感 で き る 緑 や 花 を つ く る 」 

取 組 の 柱 ３ に お い て は 、こ れ ま で 行 っ て き た 市

民 協 働 に よ る 地 域 緑 の ま ち づ く り な ど の 取 組 を

継 続 し つ つ 、新 た に 老 木 化 し た 桜 の 街 路 樹 な ど の

地 域 で 愛 さ れ て い る 並 木 の 再 生 を 実 施 す る と し

て い る 。  

現 行 の 取 組 に お い て も 、市 民 が 目 に す る 機 会 が

多 く 街 並 み の 美 観 向 上 に 寄 与 す る 街 路 樹 に つ い

て 、維 持 管 理 を 通 常 の 維 持 管 理 に 上 乗 せ し て 実 施

し て い る 。 こ の 事 業 に つ い て は 、 現 行 の 計 画 に お

い て 横 浜 み ど り 税 を 充 当 し て い る 。  

多 く の 街 路 樹 は 、昭 和 4 0年 代 に 一 斉 に 植 樹 さ れ
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て お り 老 木 化 が だ い ぶ 進 ん で い る 。街 路 樹 は 市 民

が 目 に す る 機 会 が 多 い 身 近 な 緑 花 で あ る 。し か し 、

市 内 の 桜 並 木 な ど で は 、老 木 化 な ど に よ り 倒 木 の

恐 れ が あ る 樹 木 を 安 全 確 保 の た め に 伐 採 す る ケ

ー ス が 増 加 し て い る と い う 。  

  街 路 樹 を 再 生 し 、街 路 樹 に よ る 良 好 な 景 観 づ く

り を 目 指 す 取 組 は 、ま さ に 市 民 が 実 感 で き る 緑 や

花 を つ く る 取 組 と 言 え る も の で あ り 、次 期 の 計 画

で 実 施 す べ き も の で あ る 。  

ま た 、 現 行 の 計 画 に お い て 、 み な と み ら い 2 1地

区 か ら 山 下 地 区 を 中 心 と し た 都 心 臨 海 部 で 、緑 花

に よ る 魅 力 ・ 賑 わ い づ く り が 進 め ら れ て お り 、 い

つ 訪 れ て も 緑 や 花 で 彩 ら れ た 魅 力 あ る 街 と な る

よ う に 、 緑 や 花 が 良 好 に 育 て ら れ て い る 。 第 3 3回

全 国 都 市 緑 化 よ こ は ま フ ェ ア の よ う な 取 組 や 演

出 が 、 市 民 の 花 や 緑 へ の 関 心 を 高 め る こ と か ら 、

既 に 一 般 会 計 で 実 施 し て い る ガ ー デ ン シ テ ィ 事

業 の 一 部 を 次 期 計 画 に 位 置 付 け 、こ れ ま で の 都 心

臨 海 部 で の 取 組 と 一 体 と し て 進 め る こ と は 妥 当

で あ る と 考 え る 。  

 

 ( 2 )  今 後 の 行 財 政 改 革 等 の 取 組 の 方 向 性  

第 １ 章 で も 述 べ た が 、課 税 自 主 権 を 活 用 し て 市 民

に 追 加 の 負 担 を 求 め る に あ た っ て は 、財 政 状 況 と 行

財 政 改 革 等 に 対 す る 理 解 と 納 得 が 欠 か せ な い 。  

今 後 の 財 政 状 況 と 行 財 政 改 革 等 の 取 組 の 方 向 性

に つ い て 確 認 す る 。  
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ア  財 政 状 況  

横 浜 市 の 次 期 中 期 ４ か 年 計 画（ 素 案 ）に お い て 、

今 後 、 人 口 減 少 に 転 じ 、 高 齢 化 率 も 上 昇 す る な ど

の 社 会 環 境 の 変 化 に よ り 、市 税 収 入 の 増 加 を 上 回

る 社 会 保 障 経 費 の 増 加 が 見 込 ま れ 、財 政 構 造 の 硬

直 化 な ど 財 政 運 営 に お い て 一 層 厳 し さ が 増 す こ

と が 見 込 ま れ る と さ れ て い る 。  

＜ 市 税 収 入 の 見 込 み と 社 会 保 障 経 費 の 見 通 し ＞  

※ 「 横 浜 市 中 期 ４ か 年 計 画 20 1 8～ 20 2 1（ 素 案 ） 」 よ り  

（ 単 位 ： 億 円 ）

 3 0 年 度  3 1 年 度  3 2 年 度  3 3 年 度  

市 税 収 入 の 見 込 み  8 , 1 1 0  8 , 3 1 0  8 , 3 3 0  8 , 3 2 0  

     

 3 0 年 度  3 1 年 度  3 2 年 度  3 3 年 度  

社 会 保 障 経 費 の 見 通 し  5 , 8 1 0  6 , 1 0 0  6 , 3 3 0  6 , 5 5 0  

 ま た 、 財 政 見 通 し と し て 、 平 成 3 0年 度 ～ 平 成 3 3

年 度 の ４ 年 間 で 、 累 計 1 , 2 9 0億 円 の 収 支 不 足 が 見

込 ま れ て お り 、財 政 的 に は 非 常 に 厳 し い 状 況 に あ

る と 言 え る 。  

 

イ  行 財 政 改 革 等 の 取 組 の 方 向 性  

   横 浜 市 の 中 期 ４ か 年 計 画（ 素 案 ）に お い て 、今

後 ４ 年 間 の 方 向 性 と し て 、少 子 化 の 進 展 に よ る 生

産 年 齢 人 口 の 減 少 や 高 齢 人 口 の 増 加 は 、市 の 財 政

基 盤 に 影 響 を 与 え る と と も に 、行 政 需 要 の 拡 大 に

も つ な が る 。限 ら れ た 経 営 資 源 の 中 で 、必 要 な 施
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策 を 推 進 す る に は 、徹 底 し た 事 業 見 直 し や 、事 務

の 効 率 化 ・ 適 正 化 な ど 、不 断 の 行 政 改 革 に 取 り 組

む 必 要 が あ る と さ れ て い る 。  

徹 底 し た 事 業 見 直 し や 内 部 管 理 業 務 の 事 務 の

効 率 化 な ど 「 不 断 の 行 政 改 革 」 を 行 う と と も に 、

デ ー タ や Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 効 率 的 ・ 効 果 的 な 行 政

運 営 を 推 進 す る と し て お り 、 引 き 続 き 、 行 財 政 改

革 へ の 取 組 が 予 定 さ れ て い る 。  

 

( 3 )  第 ３ 期 横 浜 み ど り 税 の 充 当 事 業  

先 に 述 べ た 通 り 、横 浜 み ど り 税 は 特 定 施 策 の た め

に 必 要 な 財 源 を 確 保 す る も の で あ る か ら 、「 事 業 あ

り き 」 で あ る 。 よ っ て 、 ま ず は 次 期 の み ど り ア ッ プ

計 画 で あ る「 こ れ か ら の 緑 の 取 組［ 2 0 1 9 - 2 0 2 3］（ 原

案 ） 」 に 掲 げ ら れ た 事 業 の う ち 、 横 浜 み ど り 税 を 充

当 す る こ と が 適 切 な 事 業 を ま ず は 明 ら か に す る 必

要 が あ る 。  

具 体 的 な 事 業 の 選 択 に あ た っ て は 、「 こ れ か ら の

緑 の 取 組［ 2 0 1 9 - 2 0 2 3］（ 原 案 ）」に 掲 げ ら れ た 取 組

の 一 覧 を 基 に 、横 浜 み ど り 税 の 使 途 と し て 整 理 さ れ

て い る ４ 点 の 考 え 方 に 沿 っ て 行 っ た 。  

改 め て 確 認 し て お く と 、 横 浜 み ど り 税 の 使 途 の  

基 本 的 な 考 え 方 は 次 の ４ 点 で あ る 。  

① 樹 林 地 ・ 農 地 の 確 実 な 担 保 （ 公 有 地 化 ）  

② 身 近 な 緑 化 の 推 進  

③ 維 持 管 理 の 充 実 に よ る み ど り の 質 の 向 上  

④ ボ ラ ン テ ィ ア な ど 市 民 参 画 の 推 進 に つ な が る 事  
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業 （ 施 設 の 整 備 費 や 特 定 の 個 人 ・ 事 業 の 支 援 的 な

性 格 を 有 す る 事 業 に つ い て は 除 外 ）  

現 行 の 横 浜 み ど り 税 も こ の 考 え 方 に 従 っ て お り 、

基 本 的 に は こ の 考 え 方 が 適 当 で あ る 。  

ま た 、先 に 見 た 通 り 、「 こ れ か ら の 緑 の 取 組 [ 2 0 1 9 -

2 0 2 3 ] (原 案 )」に お い て は 、い く つ か の 事 業 内 容 の 見

直 し 等 が 行 わ れ て い る 。 そ の う ち 、「 指 定 し た 樹 林

地 に お け る 維 持 管 理 支 援 の 拡 充 」や「 街 路 樹 に よ る

良 好 な 景 観 の 創 出 ・ 育 成 」 の 見 直 し 部 分 は 、 そ の 内

容 か ら 横 浜 み ど り 税 を 充 当 す べ き 事 業 で あ る 。  

そ し て 、そ れ ら の 事 業 に 必 要 な 事 業 費 の う ち 、国

費・市 債 の 充 当 分 及 び 一 般 財 源 で 対 応 す べ き 部 分 を

除 い た 部 分 が 、横 浜 み ど り 税 の 必 要 財 源 額 と な る の

で あ る 。  

な お 、国 税 ・ 森 林 環 境 税 と の 関 係 を 疑 問 視 す る 声

も あ る よ う だ が 、横 浜 み ど り 税 と 森 林 環 境 税 は 全 く

無 関 係 の も の で あ り 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 は 、 横 浜 み

ど り 税 が 充 当 さ れ て い る 事 業 に 充 て る べ き で は な

い 。 こ の 点 に つ い て は 、 次 章 で 詳 述 す る 。  

こ う し た 事 業 の 選 択 を 行 っ た 結 果 を 反 映 し た「 こ

れ か ら の 緑 の 取 組 [ 2 0 1 9 - 2 0 2 3 ] (原 案 )」 の 事 業 費 一

覧 は 、 次 の 通 り で あ る 。  

  



52 

 

＜ こ れ か ら の 緑 の 取 組 ［ 2 0 1 9 - 2 0 2 3］ の 事 業 費 一 覧 ＞  
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こ う し た 使 途 の 考 え 方 に 基 づ い て 横 浜 み ど り 税

を 充 当 す べ き 事 業 を 選 択 し 、 積 算 し た 「 こ れ か ら

の 緑 の 取 組 [ 2 0 1 9 - 2 0 2 3 ]（ 原 案 ） 」 の 総 事 業 費 5 0 2

億 円 に お け る 、 横 浜 み ど り 税 の 必 要 財 源 額 は 約 1 3 6

億 円 と な っ た 。  

続 い て 、「 こ れ か ら の 緑 の 取 組［ 2 0 1 9 - 2 0 2 3］（ 原

案 ）」と 現 行 の 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 事 業 費 に つ

い て 、 取 組 の 柱 ご と の 内 訳 に つ い て 確 認 し て お く 。 

＜ 取 組 の 柱 ご と の 事 業 費 等 の 構 成 比 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



54 

 

取 組 の 柱 ご と の 構 成 比 は 、 こ れ か ら の 緑 の 取 組

［ 2 0 1 9 - 2 0 2 3］（原 案 ）と 現 行 の 横 浜 み ど り ア ッ プ 計

画 で 概 ね 変 わ っ て い な い こ と が 確 認 で き る 。  

中 で も 、取 組 の 柱 １ の 事 業 費 は 、５ か 年 事 業 費 で

構 成 比 が 7 3％ 、横 浜 み ど り 税 の 必 要 分 と し て も 5 3％

と 最 も 大 き く な っ て い る 。  

繰 り 返 し に な る が 、取 組 の 柱 １ は 横 浜 み ど り 税 の

主 た る 使 途 で あ り 、取 組 の 柱 １ の 構 成 比 が 大 き い の

は 当 然 の こ と で あ り 、事 業 費 全 体 の 構 成 と し て 妥 当

な も の で あ る 。  

 

( 4 )  ま と め  

本 節 で は 、 横 浜 み ど り 税 の 課 税 の 根 拠 、 つ ま り

は 施 策 の 重 要 性 と そ の た め の 財 源 の 確 保 の 必 要 性

の 確 認 を 行 っ た 。  

横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 に よ る 取 組 が 開 始 さ れ て

1 0 年 が 経 と う と し て い る 。 横 浜 市 を 取 り 巻 く 状 況

が 、 横 浜 み ど り 税 を 導 入 し た 当 時 と 変 わ っ て お ら

ず 、 検 証 な く 横 浜 み ど り 税 は 引 き 続 き 必 要 で す と

言 っ て も 市 民 の 理 解 が 得 ら れ る と は 思 え な い 。  

今 回 、 本 税 制 調 査 会 は 、 改 め て 横 浜 み ど り ア ッ

プ 計 画 の 必 要 性 に 係 る 疑 問 に つ い て 検 証 し た 。 そ

の 結 果 、 次 期 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 の 重 要 性 は 、

本 税 制 調 査 会 に よ り 十 分 に 明 ら か に な っ た と 考 え

る 。  
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ま た 、 横 浜 市 の 財 政 状 況 ・ 行 財 政 改 革 等 の 取 組

の 方 向 性 も 確 認 を 行 い 、 財 源 の 確 保 の 必 要 性 も 確

認 し た 。  

本 税 制 調 査 会 と し て は 、 横 浜 み ど り 税 を 継 続 す

る た め の 前 提 条 件 と な る 課 税 継 続 の 根 拠 に つ い

て 、 確 認 で き た と 結 論 付 け る 。  

 

第 ２ 節  次 期 横 浜 み ど り 税 の 税 制  

前 節 で 、 横 浜 み ど り 税 を 継 続 す る た め の 前 提 条 件

と な る 課 税 の 根 拠 に つ い て 確 認 し た 。 次 は 、 具 体 的

な 税 制 の 姿 を 検 討 す る 。  

 

( 1 )  課 税 手 法  

現 行 の 横 浜 み ど り 税 の 課 税 手 法 は 、市 民 税（ 個 人・

法 人 ）均 等 割 へ の 超 過 課 税 と い う 課 税 手 法 を 採 っ て

い る 。 こ れ は 、 先 に も 述 べ た 通 り 、 緑 の 保 全 ・ 創 造

に よ る 受 益 は 、市 民 で あ る 個 人 ・ 法 人 に 広 く 及 ん で

い る こ と が そ の 理 由 で あ る 。  

市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均 等 割 は 、 地 域 社 会 の 費 用

を 、広 く 住 民 が 負 担 す る と い う 性 質 を 有 す る 税 で あ

る 。 市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均 等 割 へ の 超 過 課 税 こ そ

が 、横 浜 み ど り 税 の 課 税 手 法 と し て ふ さ わ し い も の

で あ り 、 引 き 続 き 採 用 す べ き で あ る 。  

 

( 2 )  課 税 期 間  

課 税 期 間 に つ い て は 、第 ２ 期 横 浜 み ど り 税 で は ５
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年 間 と な っ て い る 。  

そ の 理 由 は 、前 章 で も 検 証 し た 通 り で あ る が 、課

税 自 主 権 を 活 用 し た 財 源 確 保 策 に お い て は 、期 限 を

区 切 っ て 定 期 的 に 事 業 効 果 の 検 証 を 行 っ て い く 必

要 が あ る 。 そ し て 、 横 浜 み ど り 税 に お い て は 、 そ の

税 収 を 財 源 の 一 部 に 活 用 し て い る 横 浜 み ど り ア ッ

プ 計 画 の 計 画 期 間 と 同 じ 、５ 年 間 と い う 期 間 設 定 が

合 理 的 で あ る と い う も の で あ る 。  

第 ３ 期 の 横 浜 み ど り 税 に つ い て も 、こ の 考 え 方 に

基 づ く べ き で あ る 。課 税 自 主 権 を 活 用 し て 一 定 期 間

に 実 施 す る 事 業 計 画 の 財 源 を 確 保 す る の で あ れ ば 、

税 制 に つ い て も 期 間 を 区 切 っ て 課 税 す る こ と は 避

け ら れ な い 。そ の 期 間 も 、次 期 み ど り ア ッ プ 計 画 の

計 画 期 間 と 同 じ ５ 年 間 と い う 期 間 設 定 で 適 当 で あ

ろ う 。  

ま た 、繰 り 返 し に な る が 、課 税 の 期 間 と 基 金 の 存

続 期 間 に つ い て 改 め て 述 べ て お く 。横 浜 み ど り 税 は

税 収 相 当 額 を「 横 浜 市 み ど り 基 金 」に 積 み 立 て て 管

理 し て い る 。こ れ は 、そ の 使 途 を 他 の 一 般 財 源 と 区

分 し て 明 確 化 す る た め の も の で あ り 、課 税 自 主 権 を

活 用 し て 特 定 施 策 の た め の 財 源 確 保 を 行 う 場 合 に

は 非 常 に 有 効 な も の で あ る 。  

さ ら に 、基 金 を 活 用 す る こ と に よ り 年 度 間 の 財 政

調 整 も 同 時 に 図 る こ と が で き て い る 。特 に 緑 地 保 全

制 度 に よ る 特 別 緑 地 保 全 地 区 等 の 指 定 に 伴 う 樹 林

地 の 買 取 事 業 は 、土 地 所 有 者 等 の 不 測 の 事 態 に 対 応

す る も の で あ る た め 、そ の 事 業 執 行 は 必 ず し も 見 込

み 通 り に 進 捗 す る も の で は な い 。無 論 、こ れ ま で の
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事 業 執 行 の 状 況 な ど か ら 、一 定 の 見 込 み は 立 て ら れ

て い る 。そ し て 、そ の 精 度 も 今 期 の 執 行 状 況 な ど か

ら 見 る と か な り 高 い も の と な っ て い る 。し か し 、そ

う い っ た 状 況 で あ っ て も 第 １ 章 で も 確 認 し た よ う

に 、各 年 度 で 一 定 程 度 の 事 業 費 の 増 減 は 発 生 し て い

る 。  

次 期 み ど り ア ッ プ 計 画 で は 、指 定 さ れ た 樹 林 地 に

お け る 維 持 管 理 の 支 援 の 拡 充 が 予 定 さ れ て い る 。こ

の 支 援 が 効 果 を 発 揮 し 、樹 林 地 の 買 取 り が 後 年 度 に

な っ た と し て も 、買 取 り に 充 て る べ き 横 浜 み ど り 税

が 基 金 に 積 み 立 て ら れ て い る こ と に よ り 、横 浜 み ど

り 税 の 税 収 が 有 効 に 活 用 さ れ る こ と と な る の で あ

る 。  

 

( 3 )  税 率  

第 ２ 期 ま で の 横 浜 み ど り 税 の 税 率 は 、個 人 9 0 0円・

法 人 ９ ％ 相 当 額 と な っ て い る 。し か し 、再 三 述 べ て

い る 通 り 、本 税 制 調 査 会 は 、単 に 横 浜 み ど り 税 の 現

行 税 制 を 継 続 す る の か ど う か と い っ た 安 易 な 判 断

を す る も の で は な く 、「 税 率 あ り き 」 で 検 討 を 行 う

も の で は な い 。  

前 節 で 、 次 期 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 に お け る 横

浜 み ど り 税 の 必 要 財 源 額 を 約 1 3 6 億 円 と 積 算 し

た 。 こ の 全 て を 市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均 等 割 超 過

課 税 に よ っ て ま か な う こ と と し て 税 率 の 試 算 を 行

っ た 。  

こ こ で 、現 行 の 横 浜 み ど り 税 の 検 証 の 項 で も 述 べ
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た 通 り 、現 行 の み ど り 税 に お け る 個 人 ・ 法 人 間 の 負

担 割 合 は 、 個 人 1 0 0円 に つ き 法 人 １ ％ 相 当 額 を 採 用

す る の が 適 当 で あ る 。  

こ う し た 考 え 方 に 基 づ い て 税 率 を 試 算 し た 結

果 、 個 人 の 税 率 は 9 0 0 円 、 法 人 は 規 模 等 に 応 じ た

均 等 割 額 の ９ ％ 相 当 額 （ 4 , 5 0 0 円 ～ 2 7 0 , 0 0 0 円 ） に

な っ た 。 こ れ は 、 現 行 の 横 浜 み ど り 税 と 同 じ 税 率

で あ る が 、 あ く ま で 「 事 業 あ り き 」 で 、 次 期 の 横

浜 み ど り ア ッ プ 計 画 に お け る 必 要 財 源 額 か ら 試 算

し た 結 果 で あ る こ と を 強 調 し て お く 。  

ま た 、 こ れ は 前 回 の 継 続 時 に も 指 摘 し た こ と で

あ る が 、 今 回 提 示 し て い る 税 率 は 、 現 時 点 で の 次

期 計 画 の 事 業 費 を 前 提 に 必 要 と さ れ る 財 源 額 を 全

て 市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均 等 割 超 過 課 税 に よ っ て

ま か な う こ と と 仮 定 し た 場 合 の 試 算 を 、 本 税 制 調

査 会 と し て 行 っ た も の で あ る 。 具 体 的 な 税 率 は 、

横 浜 市 と 市 会 に お い て 協 議 し た う え で 設 定 さ れ る

べ き も の で あ る 。  

な お 、 現 行 の 横 浜 み ど り ア ッ プ 計 画 に お け る 執

行 状 況 か ら 、 基 金 に 残 額 が 残 る 可 能 性 が あ る 。 し

か し 、 こ の 金 額 に つ い て は 、 次 期 計 画 期 間 以 降 に

発 生 す る 樹 林 地 の 買 取 り に 充 て る べ き 横 浜 み ど り

税 で あ り 、 全 く 問 題 な い も の で あ る 。  
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第 ３ 節  横 浜 み ど り 税 の 実 施 に 必 要 な 追 加 措 置  

 ( 1 )  固 定 資 産 税 等 の 軽 減 措 置  

第 １ 章 で も 確 認 し た よ う に 、 横 浜 み ど り 税 条 例

に は 、 市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均 等 割 へ の 超 過 課 税

の 他 に 、 固 定 資 産 税 及 び 都 市 計 画 税 の 軽 減 に よ り

施 策 誘 導 を 図 る イ ン セ ン テ ィ ブ 税 制 と し て 、 「 基

準 以 上 の 緑 化 に 対 す る 軽 減 措 置 」 と 「 宅 地 内 の 農

業 用 施 設 用 地 に 対 す る 軽 減 措 置 」 の ２ つ が あ る 。  

こ れ ら の 制 度 は 、 横 浜 み ど り 税 条 例 の 創 設 時

に 、 本 税 制 調 査 会 の 前 身 で あ る 税 制 研 究 会 に お い

て 、 課 税 自 主 権 の 具 体 的 な 活 用 方 策 と し て 、 横 浜

み ど り 税 の 創 設 と 税 負 担 の 軽 減 に よ る 誘 導 策 を セ

ッ ト で 実 施 し て い く こ と が 適 当 で あ る と し た も の

で あ る 。  

こ れ ら の 軽 減 措 置 に つ い て は 、 先 に 検 証 し た 通

り 、 市 街 地 等 の 緑 化 誘 導 や 農 地 の 維 持 保 全 に 対 す

る イ ン セ ン テ ィ ブ と し て 一 定 の 成 果 は 出 て お り 、

制 度 を 導 入 し た 成 果 は あ っ た と 考 え る 。  

こ う し た こ と か ら 、 市 街 地 等 の 緑 化 誘 導 や 緑 化

誘 導 し た 緑 地 の 維 持 保 全 、 農 地 の 維 持 保 全 を 図 る

う え で も 、 緑 地 や 農 地 の 維 持 管 理 負 担 を 軽 減 す る

こ と が 適 当 と 考 え る 。  

 

ア  基 準 以 上 の 緑 化 に 対 す る 軽 減 措 置 （ 緑 の 創 造

を 目 的 と し た 税 負 担 の 軽 減 措 置 ）  
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敷 地 面 積 が 5 0 0 ㎡ 以 上 の 建 築 物 の 敷 地 に お い

て 、 一 定 の 緑 化 基 準 を 超 え て ５ ％ 以 上 の 上 乗 せ

緑 化 を 行 い 、 緑 化 部 分 全 体 を 横 浜 市 と 1 0 年 間 保

全 す る 契 約 を 締 結 し た 場 合 、 上 乗 せ 緑 化 し て い

る 部 分 に 係 る 固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税 の 税 額 の

４ 分 の １ を 1 0 年 間 軽 減 す る 。  

 

イ  宅 地 内 の 農 業 用 施 設 用 地 に 対 す る 軽 減 措 置

（ 緑 の 保 全 を 目 的 と し た 税 負 担 の 軽 減 措 置 ）  

1 , 0 0 0 ㎡ 以 上 の 農 地 で 耕 作 を 行 っ て い る 農 家

で 、 所 有 農 地 等 を 1 0 年 以 上 耕 作 す る こ と 及 び 農

業 用 施 設 を 1 0 年 間 継 続 し て 利 用 す る 契 約 を 横 浜

市 と 締 結 し た 場 合 、 農 家 の 敷 地 内 に あ る 農 業 用

施 設 用 地 に 係 る 固 定 資 産 税 ・ 都 市 計 画 税 に つ い

て 、 一 般 の 農 業 用 施 設 用 地 の 税 額 と の 差 額 相 当

分 を 1 0 年 間 軽 減 す る 。  

 

 ( 2 )  市 民 参 画  

市 民 税 （ 個 人 ・ 法 人 ） 均 等 割 は 市 民 全 員 が 受 け

る 行 政 サ ー ビ ス の 受 益 に 着 目 し 、 そ の 費 用 を 市 民

全 員 で 均 等 に 分 担 し よ う と す る 税 目 で あ る 。 そ の

た め 、 横 浜 み ど り 税 の よ う な 市 民 税 （ 個 人 ・ 法

人 ） 均 等 割 の 超 過 課 税 に お い て は 、 税 制 の 内 容 や

そ の 税 収 の 使 途 に 市 民 が 関 心 を 持 ち 、 市 会 と 並 ん

で 、 市 民 自 ら が 直 接 意 見 を 述 べ る こ と が で き る 市

民 参 画 の 会 議 を 設 置 す る こ と が 必 要 で あ る 。  
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こ れ は 前 回 の 継 続 時 に も 述 べ た こ と で あ る が 、

こ の よ う な 住 民 の 直 接 参 加 す る 会 議 （ 道 府 県 の 場

合 は 県 民 会 議 ） は 、 住 民 税 の 超 過 課 税 を 行 う 他 の

自 治 体 で も 設 置 さ れ て い る が 、 そ の 活 動 状 況 を 側

聞 す る と 、 あ ま り 芳 し い 状 況 に は な い よ う に 思 わ

れ る 。 特 定 の 政 策 目 的 を 実 現 す る た め の 会 議 で あ

る た め 、 特 定 事 項 の 利 害 関 係 者 が 集 ま る 会 議 と な

っ て 住 民 代 表 と 呼 び に く く な っ た り 、 利 害 関 係 者

と 事 業 担 当 部 局 と の 関 係 が 深 く な り す ぎ て 会 議 の

透 明 性 や 公 平 性 が 失 わ れ た り し や す く な る 傾 向 が

あ る 。  

そ の 点 、 横 浜 市 の 市 民 推 進 会 議 は 、 超 過 課 税 の

使 途 に つ い て 、 公 募 市 民 を 含 め た 委 員 が 市 民 の 立

場 で し っ か り と チ ェ ッ ク を 行 っ て い る 。 会 議 も 多

く 開 催 さ れ て お り 、 現 地 調 査 も 実 施 す る な ど 、 市

民 意 見 の 聴 取 に も 努 め て い る 。 ま た 、 独 自 の 広 報

誌 を 発 行 す る な ど 、 情 報 公 開 も 積 極 的 に 行 わ れ て

お り 、 透 明 性 の 高 さ も 他 の 自 治 体 に 類 を み な い 。  

市 民 推 進 会 議 は 、 期 待 さ れ た 通 り の 成 果 を 収 め

て お り 、 引 き 続 き 設 置 が 必 須 で あ ろ う 。  

 

第 ４ 節  ま と め  

本 章 で は 、 第 ３ 期 横 浜 み ど り 税 の 継 続 の 是 非 に つ

い て 検 討 を 行 っ た 。  

ま ず 、 横 浜 市 の 緑 の 保 全 ・ 創 造 の 取 組 で あ る 横 浜

み ど り ア ッ プ 計 画 に つ い て 、 施 策 の 重 要 性 ・ 必 要 性

を 確 認 し た 。 続 い て 、 財 政 状 況 ・ 行 財 政 改 革 等 の 取
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組 の 方 向 性 に つ い て 検 証 し た 。 そ の 結 果 、 横 浜 市 は

依 然 と し て 強 い 開 発 圧 力 に さ ら さ れ て お り 、 緑 の 保

全 ・ 創 造 の 取 組 が 必 要 で あ る こ と 、 そ し て 、 財 政 状

況 や 行 財 政 改 革 等 の 取 組 状 況 か ら 、 安 定 し た 財 源 の

確 保 の た め に は 超 過 課 税 に よ る 財 源 の 確 保 が 必 要 で

あ る こ と が 確 認 さ れ た 。  

ま た 、 「 こ れ か ら の 緑 の 取 組 [ 2 0 1 9 - 2 0 2 3 ]  (原

案 )」 に つ い て 、 こ れ ま で の 取 組 の 成 果 を 踏 ま え た 計

画 と な っ て い る こ と を 確 認 し た 。 さ ら に 、 次 期 に 向

け た 変 更 点 の 内 容 に つ い て も 確 認 し た 。  

こ う し て 、 課 税 自 主 権 を 活 用 す る た め の 前 提 条 件

が 満 た さ れ た た め 、 続 い て 具 体 的 な 税 制 の 姿 に つ い

て 検 討 を 行 っ た 。 検 討 の 結 果 、 課 税 手 法 ・ 課 税 期 間

等 に つ い て 、 現 行 の 形 を 継 続 す る の が 適 当 と 判 断 し

た 。  

ま た 、 税 率 に つ い て 、 本 税 制 調 査 会 と し て 個 人

9 0 0 円 ・ 法 人 ９ ％ 相 当 額 と い う 税 率 を 試 算 し た 。  

横 浜 み ど り 税 の 継 続 に つ い て の 本 税 制 調 査 会 の 結

論 は 以 上 の 通 り で あ る 。  
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第 ３ 章  国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 問 題 点 と 横 浜 み ど り 税 と の

関 係  

「 は じ め に 」 で 述 べ た 通 り 、 第 ３ 期 横 浜 み ど り 税 の

審 議 に お い て 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 創 設 は 、 避 け て 通

る こ と の で き な い 問 題 で あ る 。 国 税 の 実 現 が 近 づ く に

つ れ て 、 「 二 重 ・ 三 重 課 税 」 と い う 誤 っ た 情 報 が メ デ

ィ ア で 目 に つ く よ う に な っ て き た 。 横 浜 市 長 か ら の 本

年 度 の 諮 問 で も 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 創 設 予 定 と い う

状 況 を 踏 ま え て 、 税 制 調 査 会 に 意 見 を 求 め る と さ れ て

い る の で あ る 。  

そ こ で 本 章 で は 、 横 浜 み ど り 税 と 国 税 ・ 森 林 環 境 税

の 関 係 を 明 ら か に す る 。 た だ し 、 こ の 両 者 の 関 係 の 明

確 化 に 先 立 っ て 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 抱 え る 問 題 点 を

明 ら か に し て お か ね ば な ら な い 。 国 税 の 創 設 は 、 そ れ

ほ ど に 深 刻 な 問 題 で あ り 、 創 設 の 中 止 を 含 め て 、 早 急

な 再 考 が 求 め ら れ る の で あ る 。  

 

第 １ 節  国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 概 要  

ま ず 最 初 に 、 創 設 さ れ る 制 度 を 概 説 し て お く 必 要

が あ る だ ろ う 。 い ま だ 法 律 で 詳 細 が 示 さ れ て い な い

の で 、 こ こ で は 平 成 3 0 年 度 与 党 税 制 改 正 大 綱 （ 平 成

2 9 年 1 2 月 1 4 日 ） で 示 さ れ て い る 国 税 ・ 森 林 環 境 税

の 姿 を 概 説 し て お く 。  
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＜ 森 林 環 境 税 ・ 森 林 環 境 譲 与 税 の 概 要 ＞  

 

税 制 改 正 大 綱 に よ る と 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 は 、

「 パ リ 協 定 の 枠 組 み の 下 に お け る わ が 国 の 温 室 効 果

ガ ス 排 出 削 減 目 標 の 達 成 や 災 害 防 止 等 を 図 る た め 、

森 林 整 備 等 に 必 要 な 地 方 財 源 を 安 定 的 に 確 保 す る 観

点 か ら 、 」 平 成 3 1 年 度 税 制 改 正 に お い て 創 設 す る と

さ れ て い る 。  

納 税 義 務 者 等 は 、 国 内 に 住 所 を 有 す る 個 人 で あ

り 、 法 人 に 対 す る 課 税 は 行 わ れ な い 。 税 率 は 納 税 者

1 人 あ た り 年 額 1 , 0 0 0 円 で あ る が 、 こ こ で 注 意 す べ

き は 、 個 人 住 民 税 の 均 等 割 に 上 乗 せ す る 形 で 課 税 さ

れ る こ と で あ る 。  

こ の 点 の 問 題 点 は 後 に 詳 述 す る が 、 市 町 村 と 道 府

県 の 均 等 割 課 税 に 国 税 が 付 加 さ れ る と い う 、 通 例 か

ら は 理 解 し が た い 税 な の で あ る 。  
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賦 課 徴 収 の 仕 組 み も 、 前 代 未 聞 の き わ め て 変 則 的

な 制 度 と な っ て い る 。 国 税 で あ る に も か か わ ら ず 、

賦 課 徴 収 は 市 町 村 が 個 人 住 民 税 と 併 せ て 行 い 、 都 道

府 県 を 経 由 し て 全 額 を 国 の 譲 与 税 特 別 会 計 に 払 い 込

む の で あ る 。  

ま た 非 課 税 の 範 囲 、 減 免 納 付 ・ 納 入 等 に 関 し て

は 、 各 自 治 体 の 個 人 住 民 税 に 準 じ て 行 わ れ る の で 、

こ の 点 で も 後 述 の よ う に 大 き な 問 題 点 を 内 包 す る こ

と に な る 。  

森 林 環 境 税 は 、 前 述 の よ う に 「 地 方 財 源 を 安 定 的

に 確 保 」 の た め に 創 設 さ れ る の で 、 そ の 税 収 は 、 森

林 環 境 譲 与 税 と し て 全 額 が 市 町 村 と 都 道 府 県 に 譲 与

さ れ る 。 使 途 に つ い て は 、 市 町 村 に あ っ て は 間 伐 や

人 材 育 成 ・ 担 い 手 の 確 保 、 木 材 利 用 の 促 進 や 普 及 啓

発 等 の 森 林 整 備 及 び そ の 促 進 に 関 す る 費 用 と さ れ て

い る 。  

た だ し 、 使 途 の 「 指 定 」 が こ の よ う に 抽 象 的 に 過

ぎ る の で 拡 大 解 釈 は 相 当 程 度 に 可 能 と 思 わ れ 、 ま た

譲 与 税 と い う 性 質 か ら し て 、 各 自 治 体 で の 実 際 の 使

途 を 厳 格 に 限 定 す る の は 不 可 能 で あ る 。 そ の た め 、

何 を 行 う た め に 国 税 ・ 森 林 環 境 税 を 創 設 す る の か 、

大 い な る 疑 問 と な っ て 湧 き 出 て く る の で あ る 。  

た だ し こ の 点 以 上 に 、 国 税 の 創 設 が 何 の た め な の

か 疑 義 が 生 じ る 点 が あ る 。 疑 義 の 発 生 源 は 、 い わ ゆ

る 譲 与 の 基 準 で あ る 。 各 自 治 体 へ の 譲 与 基 準 は 、 全

体 の 半 分 （ 5 / 1 0） が 私 有 林 人 工 林 面 積 、 ２ 割

（ 2 / 1 0） が 林 業 従 業 者 数 で あ り 、 こ こ ま で は 理 解 で
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き る の だ が 、 残 り ３ 割 も の 譲 与 税 は 、 人 口 に 比 例 し

て 配 分 さ れ る の で あ る 。  

人 口 で あ る 以 上 、 大 都 市 ほ ど よ り 多 く 配 分 さ れ る

こ と に な る が 、 １ つ の 自 治 体 に 大 都 市 と 整 備 す べ き

森 林 が 併 存 す る よ う な 事 態 は 想 定 で き な い 。 実 際 に

横 浜 市 で は 、 後 に 明 記 す る よ う に 、 国 税 ・ 森 林 環 境

税 の 創 設 目 的 に 沿 っ て 整 備 す べ き 森 林 は 存 在 し な い

の で あ る 。  

か く し て 、 国 税 の 創 設 は 、 本 当 に 森 林 整 備 の た め

に 必 要 な 増 税 な の か 、 そ の 名 称 は 実 態 を 表 し て い な

い の で は な い か 、 真 の 目 的 や 創 設 の 意 義 は 政 府 の 説

明 と は 違 っ て い る の で は な い か と い っ た 、 い く つ も

の 疑 問 が 湧 き 出 し て く る の で あ る 。  

＜ 制 度 設 計 イ メ ー ジ ＞  

 



67 

 

最 後 に 、 国 税 の 創 設 と 譲 与 税 の 創 設 に ５ 年 も の タ

イ ム ラ グ が あ る 点 に 注 意 が 必 要 で あ る 。 国 税 は 、 来

年 度 か ら で は な く 、 平 成 3 6 年 度 か ら 課 税 が 開 始 さ れ

る こ と と な っ て い る 。 な ぜ 平 成 3 6 年 か ら な の か と い

う 疑 問 に 対 し て は 、 消 費 税 率 の 1 0 %へ の 引 上 げ が 平

成 3 1 年 1 0 月 に 予 定 さ れ て い る こ と や 、 東 日 本 大 震

災 を 教 訓 と し て 各 地 方 公 共 団 体 が 行 う 防 災 施 策 に 係

る 財 源 確 保 の た め の 個 人 住 民 税 均 等 割 の 税 率 の 引 上

げ が 平 成 3 5 年 度 ま で 行 わ れ て い る こ と 等 を 考 慮 し て

と 説 明 さ れ て い る 。  

  ＜ 森 林 環 境 税 の 創 設 時 期 ＞  
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と こ ろ が 地 方 へ 渡 さ れ る 譲 与 税 は 、 平 成 3 1 年 度 か

ら 譲 与 さ れ る 。 す な わ ち 国 税 ・ 森 林 環 境 税 が 課 税 さ

れ る ５ 年 も 前 か ら 、 税 収 に 相 当 す る 金 額 の 配 分 が 行

わ れ る の で あ る 。 こ れ ま た 異 例 の シ ス テ ム で あ り 、

は た し て 正 し い 選 択 な の か 大 い な る 疑 問 を 抱 か ざ る

を え な い 。  

平 成 3 1 年 度 か ら 平 成 3 5 年 度 に 配 分 さ れ る 森 林 環

境 譲 与 税 額 は 、 譲 与 税 特 別 会 計 に お い て 借 入 し 、 後

年 度 に 税 収 の 一 部 を も っ て 償 還 す る も の と さ れ て い

る 。 ５ 年 間 も の 長 期 に わ た っ て 、 特 別 会 計 の 借 金 で

譲 与 税 を ま か な う の は 、 本 当 に 適 正 な 手 法 な の だ ろ

う か 。 こ れ ほ ど 異 例 の 工 夫 を 凝 ら さ ね ば な ら な い 理

由 は 何 な の だ ろ う か 。  

＜ 各 年 度 の 譲 与 額 等 に つ い て ＞  
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第 ２ 節  国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 問 題 点  

制 度 の 概 要 が 分 か っ た と こ ろ で 、 い よ い よ 国 税 ・

森 林 環 境 税 の 問 題 点 を 明 ら か に し よ う 。 「 は じ め

に 」 で 述 べ た よ う に 、 税 制 調 査 会 の 本 務 は 国 税 と 横

浜 み ど り 税 の 関 係 を 明 ら か に す る こ と で あ る が 、 そ

の 前 に 国 税 ・ 森 林 環 境 税 そ れ 自 体 の 問 題 点 を 指 摘 し

て お か ね ば な ら な い 。 以 下 で 詳 述 す る よ う に 、 問 題

で あ り 、 税 制 調 査 会 と し て 黙 っ て 見 過 ご す こ と な ど

で き る は ず も な い の で あ る 。  

 

( 1 )  「 人 頭 税 」 と い う 問 題 点  

国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 最 大 の 問 題 点 は 、こ の 税 が 人

頭 税 で あ る こ と で あ る 。人 頭 税 と は 、国 民 の 一 人 ひ

と り に 定 額 の 負 担 を 求 め る 税 で あ り 、所 得 の 相 違 を

完 全 に 無 視 し て 、低 所 得 者 に も 負 担 を 課 す 税 で あ る 。 

国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 場 合 、国 民 １ 人 あ た り で は な

い と は い え 、納 税 者 １ 人 あ た り 定 額 で あ り 、人 頭 税

で あ る こ と に 間 違 い は な い 。人 頭 税 は 、お よ そ 考 え

う る 税 の 形 の 中 で 最 も 不 公 平 な 税 で あ り 、垂 直 的 な

公 平 性 を 尊 重 す る 立 場 か ら す れ ば 、存 在 が 決 し て 許

さ れ る べ き で は な い 税 と な る 。  

他 国 の 事 例 で は 、3 0 年 近 く 前 の イ ギ リ ス が 有 名 で

あ る 。 人 頭 税 で あ る コ ミ ュ ニ テ ィ ・ チ ャ ー ジ （ 1 9 9 0  

年 ） は 、 国 税 で は な く 、 後 述 す る 応 益 性 と 負 担 分 任

の 考 え が 認 め ら れ る 地 方 税 で あ っ た が 、そ れ で さ え

暴 動 が 多 発 し 、導 入 し た サ ッ チ ャ ー 首 相 は 辞 任 に 追

い 込 ま れ 、課 税 は 廃 止 さ れ る に 至 っ た 。暴 動 を 招 く
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ほ ど に 逆 進 性 が 強 く 、 不 公 平 な 税 な の で あ る 。  

な ぜ 国 税・森 林 環 境 税 が 人 頭 税 に な っ て し ま っ て

い る の か を 推 測 す れ ば 、人 頭 税 を 効 率 に 優 れ た 課 税

と 主 張 す る 経 済 学 者 の 影 響 力 は 別 と し て 、「 地 方 税

の 森 林 環 境 税 （ 道 府 県 民 税 の 均 等 割 の 超 過 課 税 ） 」

の 理 論 に 単 純 に 乗 っ か っ た こ と に 理 由 が 求 め ら れ

る の で あ ろ う 。  

「 地 方 税 の 森 林 環 境 税 」は 、森 林 整 備 か ら 生 ず る

利 益 に 着 目 し 、そ の 利 益 が 県 民 全 員 に 分 割 し が た く

帰 着 す る こ と を 根 拠 に し て 、道 府 県 民 税 の 均 等 割 に

超 過 課 税 し 、す べ て の 納 税 者 に 定 額 の 負 担 を 課 し て

い る 。  

こ れ を 地 方 税 原 則 の 専 門 用 語 で 解 説 す れ ば 、自 治

体 サ ー ビ ス か ら の 受 益 に 応 じ て 税 を 負 担 し よ う と

い う 「 応 益 性 」 と 、 地 域 的 に 限 定 さ れ た 自 治 体 の 活

動 経 費 は で き る だ け 住 民 が 皆 で 出 し 合 お う と い う

「 負 担 分 任 」の 考 え に 基 づ い て 、均 等 な 負 担 を 全 納

税 者 に 求 め る 課 税 と い う こ と に な る 。  

こ の 「 応 益 性 」 「 負 担 分 任 」 は 、 地 方 税 で あ れ

ば 適 正 な 理 論 で あ る が 、 国 税 に は 絶 対 に 認 め ら れ

な い 理 屈 で あ る 。 そ し て 、 こ の 許 さ れ ざ る 理 論 を

安 易 に 「 流 用 ・ 悪 用 」 し た の が 、 国 税 ・ 森 林 環 境

税 が 人 頭 税 に な っ て し ま っ た 理 由 で あ り 、 ま た 同

時 に 、 次 に 見 る よ う に 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 抱 え る

第 ２ の 問 題 点 で も あ る 。  
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( 2 )  応 益 性 を 課 税 根 拠 と す る こ と の 問 題 点  

租 税 理 論 を 少 し で も 学 ん だ こ と が あ れ ば 説 明 不

要 だ ろ う が 、 国 税 の 課 税 根 拠 と し て 応 益 性 を 主 張

す る こ と は で き な い 。 そ れ に も か か わ ら ず 国 税 ・

森 林 環 境 税 は 、 地 方 税 理 論 を 「 流 用 ・ 悪 用 」 し つ

つ 、 応 益 性 に 課 税 の 根 拠 を 求 め 、 広 く 国 民 に 等 し

く 受 益 が 及 ぶ の で 個 人 住 民 税 均 等 割 に 上 乗 せ 課 税

す る と し て い る 。  

租 税 の 理 論 を 知 ら な い の か 、 若 し く は 意 図 的 に

無 視 し た の か は 分 か ら な い が 、 租 税 の 理 論 が 崩 壊

の 危 険 に 曝 さ れ て い る と 言 っ て も 大 げ さ で は な

い 。 し か も 、 理 論 の 破 壊 だ け で は な く 、 現 実 の 税

制 も 根 底 か ら 損 壊 さ せ ら れ て し ま う 危 険 性 が 高

い 。  

な ぜ か と 言 え ば 、 行 政 サ ー ビ ス の 受 益 が 国 民 に

広 く 均 等 に 帰 着 す る と い う の は 、 政 府 サ ー ビ ス の

す べ て に 当 て は ま る の で 、 こ の 理 屈 を 用 い れ ば 、

あ ら ゆ る 税 は 均 等 負 担 が 正 し い 、 人 頭 税 が 正 し い

と い う こ と に な っ て し ま う か ら で あ る 。  

福 祉 だ ろ う が 防 衛 だ ろ う が 、 そ こ か ら 生 ず る

「 公 益 」 は 国 民 に 等 し く 及 ぶ わ け で あ り 、 そ れ ゆ

え 民 間 で は 供 給 で き ず 、 政 府 が サ ー ビ ス を 供 給 し

て い る 。  

そ の 応 益 を 根 拠 に 国 税 を 課 す の が 正 し い と な れ

ば 、 す べ て の 税 が 均 等 負 担 に な っ て も 不 思 議 で は

な く な っ て し ま う 。 今 後 の わ が 国 の 税 制 が 、 こ の
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不 公 平 極 ま り な い 方 向 へ と 進 む の が 、 大 い に 懸 念

さ れ る の で あ る 。  

 

( 3 )  自 治 体 間 で 非 課 税 が 異 な る 不 公 平 な 問 題 点  

国 税 ・ 森 林 環 境 税 を 市 町 村 が 賦 課 徴 収 す る こ と

か ら 生 ず る 大 問 題 が 、 第 ３ の 問 題 点 で あ る 。 そ の

問 題 点 と は 、 国 税 と し て 全 国 で 課 税 さ れ る に も か

か わ ら ず 、 非 課 税 の 範 囲 ・ 非 課 税 限 度 額 が 市 町 村

ご と に 異 な っ て し ま い 、 自 治 体 間 で 不 公 平 が 発 生

す る と い う 問 題 で あ る 。  

住 民 税 均 等 割 は 、 生 活 保 護 法 の 規 定 に よ り 生 活

扶 助 を 受 け て い る 者 は 地 方 税 法 の 規 定 （ 地 方 税 法

第 2 9 5 条 ） に よ り 非 課 税 と な る 。 そ し て 、 こ の 生

活 扶 助 を 受 け ら れ る 所 得 の 水 準 は 、 市 町 村 に よ っ

て 異 な っ て い る 。 そ こ か ら 国 税 ・ 森 林 環 境 税 は 、

国 税 と し て 全 国 一 律 に 課 税 さ れ ね ば な ら な い に も

関 わ ら ず 、 非 課 税 の 基 準 が 市 町 村 ご と に 異 な っ て

し ま う 状 況 が 生 ず る の で あ る 。  

ま た 、 住 民 税 均 等 割 の 非 課 税 限 度 額 と 減 免 の 基

準 は 市 町 村 の 条 例 に 委 ね ら れ て い る 部 分 が あ る 。

こ れ は 、 地 方 税 で あ る が ゆ え に 、 地 方 自 治 体 に 裁

量 権 が 認 め ら れ て い る も の で あ る が 、 結 果 と し

て 、 国 税 の 非 課 税 限 度 額 ・ 減 免 の 基 準 が 地 方 自 治

体 の 裁 量 に 委 ね ら れ る こ と と な る 。  

言 う ま で も な い こ と で あ る が 、 国 税 と し て 制 度

設 計 さ れ る 以 上 、 非 課 税 ・ 減 免 の 基 準 は 当 然 に 全

国 一 律 で な け れ ば な ら な い 。 国 税 に お い て 、 居 住
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す る 自 治 体 に よ っ て 納 税 者 に 不 公 平 が 生 ず る と い

う の は 、 決 し て 許 さ れ て は な ら な い こ と な の で あ

る 。  

 

( 4 )  課 税 の 目 的 ・ 理 由 が 曖 昧 で あ る と い う 問 題 点  

第 ４ の 問 題 点 は 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 は 何 を 目 的

に 創 設 さ れ る の か 、 何 を 根 拠 に 課 税 が 正 当 化 さ れ

る の か 、 こ の 最 も 重 要 な 疑 問 に 即 答 で き な い こ と

で あ る 。 創 設 目 的 や 課 税 根 拠 に つ い て 、 政 府 ・ 府

省 の 側 か ら 発 せ ら れ る 情 報 が 、 府 省 に よ っ て 異 な

り 、 ま た 時 を 追 う ご と に 変 化 し て い る た め 、 何 が

回 答 な の か 分 か ら ず 、 そ の 回 答 が 正 し い の か ど う

か 考 え る べ き な の か ど う か す ら 分 か ら な い の で あ

る 。  

あ く ま で も 推 測 に 過 ぎ な い が 、 国 税 ・ 森 林 環 境

税 を 創 設 す る 目 的 と し て 想 像 で き る の は 、 以 下 の

４ つ で あ ろ う （ こ こ で 用 い て い る 表 現 は 、 公 表 さ

れ て い る 言 葉 を 分 か り や す く 表 現 し た も の で あ

り 、 正 確 さ は 意 図 し て い な い ） 。  

①  二 酸 化 炭 素 等 の 温 室 効 果 ガ ス を 森 林 で 吸 収 す

る こ と に よ る 地 球 温 暖 化 の 防 止  

②  放 置 さ れ て い る 森 林 の 間 伐 ・ 整 備 、 特 に 自 然

環 境 に 恵 ま れ な い 、 あ る い は 不 在 村 者 等 の 困

難 を 抱 え て い る 森 林 の 整 備  
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③  採 算 ベ ー ス に 乗 ら な い 私 有 林 を 集 約 し て 林 業

を 成 長 産 業 化  

④  都 市 部 か ら 中 山 間 地 へ の 財 源 の 移 転 ・ 再 配 分

（ 都 市 部 か ら 徴 収 し た 財 源 を 中 山 間 地 に 再 配

分 す る こ と に よ る 地 方 財 政 調 整 ）  

政 府 か ら 公 表 さ れ て い る 文 章 の 時 期 や 作 成 元 に

よ っ て 、 こ れ ら の 目 的 の ど れ か が 水 面 上 に 現 れ た

り 消 え た り し て い る 。 し か も 、 次 項 以 下 で 見 る

「 税 収 の 配 分 （ 自 治 体 へ の 譲 与 基 準 ） 」 や 「 税 収

の 使 途 」 を 見 て も 、 ど の 目 的 を 指 向 し て い る の か

が 判 然 と し な い 。 通 例 で あ れ ば 、 ど の 自 治 体 に ど

の く ら い 税 収 が 配 分 さ れ る の か 、 ど の よ う な 事 業

に 税 収 が 使 わ れ る の か を 見 れ ば 、 課 税 の 目 的 を 推

察 で き る の だ が 、 そ れ が 全 く 分 か ら な い の が 、 国

税 ・ 森 林 環 境 税 な の で あ る 。  

国 民 か ら 見 て 、 何 の た め の 課 税 な の か 、 全 く 理

解 で き な い と い う 、 最 悪 の 状 況 に 陥 っ て い る 。 し

か も ど の 目 的 を と っ て も 、 課 税 が 実 施 さ れ た 後

に 、 成 果 を 上 げ て い る か ど う か の 「 効 果 判 定 」 を

行 う こ と が 非 常 に 困 難 な も の ば か り で あ る 。  

事 業 を 行 っ た 結 果 と し て 、 目 的 が 適 正 だ っ た

か 、 目 的 に 向 け て 成 果 を あ げ た か と い う 、 国 民 に

と っ て 非 常 に 重 要 な 点 が 、 答 え の な い ま ま 放 置 さ

れ る 危 険 性 が 著 し く 高 い 。 国 民 に 広 く 負 担 を 課 す

税 だ け に 、 こ の 点 も き わ め て 深 刻 な 問 題 点 な の で

あ る 。  
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( 5 )  税 収 の 配 分 に お け る 問 題 点  

第 ５ の 問 題 点 は 、 税 収 の 配 分 先 、 す な わ ち 譲 与

税 の 譲 与 基 準 に お け る 問 題 点 で あ る 。 前 章 で す で

に 示 唆 し て お い た よ う に 、 譲 与 基 準 と し て 人 口 を

採 用 し た 理 由 が 理 解 不 能 で あ る 。 し か も 、 こ の 意

味 不 明 な 人 口 基 準 が ３ 割 も の 比 重 を 占 め て い る の

で あ る 。  

な ぜ 理 解 不 能 と 表 現 し た の か と い え ば 、 上 記 し

た ４ つ の 創 設 目 的 の ど れ に 照 ら し て も 、 「 人 口 基

準 」 の 導 入 が 正 当 化 さ れ る こ と は な い か ら で あ

る 。 例 え ば 、 温 暖 化 対 策 （ 上 記 の ① ） や 森 林 整 備

（ 上 記 の ② 、 ③ ） に 照 ら せ ば 、 「 人 口 基 準 」 は 目

的 に 逆 行 す る 。 前 章 で 述 べ た よ う に 、 特 別 に 整 備

を 要 す る 森 林 と 大 都 市 と が １ 自 治 体 に 共 存 す る と

は 考 え ら れ な い か ら で あ る 。  

ま た 上 記 の ④ 、 つ ま り 地 方 財 政 調 整 と い う 目 的

に つ い て も 、 逆 行 そ の も の で あ る 。 都 市 部 か ら 財

源 を 剥 が し て 中 山 間 地 へ 配 分 す る の が 目 的 で あ れ

ば 、 「 人 口 基 準 」 は 全 く 逆 の 結 果 に 向 け て 突 進 す

る の で あ る 。  

国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 創 設 目 的 に な る で あ ろ う ４

つ 点 か ら す れ ば 、 税 収 は 大 都 市 に 配 分 さ れ る べ き

で は な い と い う こ と に な る 。 そ れ を 前 提 と す れ

ば 、 ３ 割 も の 税 収 が 人 口 で 配 分 さ れ る と い う 事 実

を 、 い か に 解 釈 す れ ば よ い の だ ろ う か ？ 再 び 現 れ

る 疑 問 は 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 は 、 何 の た め に 、 何
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を 根 拠 に 創 設 さ れ る の だ ろ う か と い う 疑 問 で あ

る 。  

譲 与 基 準 の 問 題 点 の 最 後 に 、 都 道 府 県 へ の 配 分

の 疑 問 と し て 指 摘 し て お か ね ば な ら な い 。 譲 与 総

額 の １ 割 、 創 設 当 初 は ２ 割 も の 金 額 が 都 道 府 県 に

譲 与 さ れ る 。 そ の 理 由 は 、 は た し て ど こ に あ る の

だ ろ う か 。 現 在 3 7 の 府 県 が 独 自 の 森 林 環 境 税 を 実

施 し て い る 現 状 に お い て 、 国 が 後 追 い で 同 様 の 税

を 創 設 す る と い う こ と に い か な る 理 由 が あ る の だ

ろ う か 。 こ の 点 に つ い て 政 府 か ら 説 得 力 の あ る 説

明 は な さ れ て い な い 。  

 

( 6 )  税 収 の 使 途 が 曖 昧 で 拡 大 を 続 け て い る 問 題 点  

課 税 の 目 的 と 同 様 、 い や そ れ 以 上 に 曖 昧 さ が 増

す 方 向 に 変 化 し 続 け て い る の が 税 収 の 使 途 で あ

る 。 政 府 ・ 府 省 か ら 伝 わ っ て く る 使 途 の 情 報 は 、

時 期 や 府 省 に よ っ て 違 っ て い る た め 、 ど れ が 本 当

の 使 途 な の か 、 こ こ で 引 用 す る こ と す ら 難 し い 状

況 で あ る 。 国 税 の 創 設 構 想 が 進 む に つ れ て 、 な し

崩 し 的 に 使 途 が 拡 大 さ れ て き て い る の は 事 実 な の

で あ る 。  

こ の 点 で は す で に 明 ら か に し た よ う に 、 そ も そ

も 譲 与 税 と い う 手 法 は 、 使 途 を 適 切 に 限 定 す る の

が 困 難 で あ る 。 こ の 困 難 を 前 提 と す れ ば 、 譲 与 税

と い う 選 択 肢 を 選 ん だ こ と の 是 非 が 問 わ れ る 。 課

税 を 行 う 国 が 、 使 途 で あ る 事 業 の 内 容 や 効 果 を 納

税 者 に 説 明 で き な い と い う の は 、 行 政 サ ー ビ ス に
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と っ て 重 要 な 説 明 責 任 を 果 た せ な い と い う こ と で

あ り 、 致 命 的 な 問 題 点 な の で あ る 。  

こ の よ う な 使 途 の 曖 昧 さ と 拡 大 は 、 特 に 横 浜 市

の よ う な 大 都 市 自 治 体 に と っ て 大 変 に 迷 惑 な 話 で

あ る 。 森 林 が な い 、 若 し く は 森 林 が 少 な い に も か

か わ ら ず 、 森 林 に 関 連 す る 支 出 を し な く て は な ら

な い 。 何 を す べ き な の か 、 工 夫 を す れ ば す る ほ

ど 、 新 た に 無 駄 な 事 業 を 発 案 し て し ま う 危 険 性 す

ら 高 ま る 。  

こ の 危 険 性 は 、 譲 与 税 の 創 設 を 目 前 に し て ま す

ま す 高 ま っ て い る と 感 じ ら れ る が 、 当 然 の こ と な

が ら 自 治 体 に 責 任 の 帰 す 問 題 で は な い 。 無 駄 遣 い

の 責 任 は 、 明 ら か に 課 税 主 体 で あ る 国 が 負 う べ き

な の で あ る 。  

こ の 点 で 最 後 に 、 横 浜 市 と 3 7 府 県 に 限 定 さ れ る

問 題 点 を 指 摘 し て お き た い 。 3 7 と い う 数 字 で 分 か

る よ う に 、 府 県 独 自 の 森 林 環 境 税 を 実 施 し て い る

府 県 で あ る 。  

譲 与 税 の 使 途 が 野 放 図 に 拡 大 す れ ば す る ほ ど 、

独 自 の 森 林 環 境 税 ・ 横 浜 み ど り 税 と の 重 複 が 指 摘

さ れ 、 「 二 重 課 税 、 三 重 課 税 」 と い っ た 批 判 が 巻

き 起 こ る の で あ る 。 も ち ろ ん 、 こ の 批 判 は 国 税 に

向 け ら れ た 批 判 で あ り 、 地 方 税 が 批 判 さ れ て い る

わ け で は な い 。  

そ う は 言 っ て も 、 横 浜 み ど り 税 の よ う に 更 新 期

を 迎 え る 場 合 に は 、 独 自 課 税 の 存 否 や 税 率 の 水 準

な ど に つ い て 、 国 税 と の 関 わ り を 問 わ れ が ち に な

る 。 そ こ で 節 を 改 め て 、 国 税 と 横 浜 み ど り 税 の 関



78 

 

係 を 述 べ よ う 。 そ こ で 明 ら か に す る よ う に 、 少 な

く と も 横 浜 み ど り 税 に つ い て は 、 国 税 ・ 森 林 環 境

税 と の 関 係 は 全 く な い の で あ る 。  

 

第 ３ 節  横 浜 み ど り 税 と の 関 係：国 税・森 林 環 境 税 と 横

浜 み ど り 税 は 無 関 係  

( 1 )  国 税 ・ 森 林 環 境 税 と 横 浜 み ど り 税 の 違 い  

繰 り 返 し 明 言 し て き て い る よ う に 、 国 税 ・ 森 林

環 境 税 は 、 横 浜 み ど り 税 と は 全 く 別 物 で あ り 、 両

者 は 無 関 係 で あ る 。  

課 税 の 根 拠 、 目 的 、 使 途 等 々 、 発 想 を 全 く 異 に

す る と い う の が 、 横 浜 み ど り 税 の 導 入 か ら 今 日 ま

で 見 守 り 続 け て き た 横 浜 市 税 制 調 査 会 の 基 本 的 な

見 解 で あ る 。  

と こ ろ が 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 軸 が ぶ れ に ぶ れ

て 、 目 的 も 使 途 も 曖 昧 さ を 増 し た 結 果 、 国 税 の 本

来 の 姿 が 分 か ら な く な り 、 横 浜 み ど り 税 に 国 税 の

方 か ら 近 づ い て き て い る よ う に 感 じ ら れ る 。 国 税

の 創 設 構 想 が 進 ん で 実 現 が 近 づ く に つ れ 、 加 速 度

的 に 課 税 の 正 当 性 や 理 屈 が 曖 昧 に な り 続 け て い る

は 、 前 節 で 明 ら か に し た 通 り な の で あ る 。  

国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 創 設 構 想 当 初 に 語 ら れ て い

た 目 的 や 使 途 で あ れ ば 、 横 浜 み ど り 税 と の 関 係 性

は ゼ ロ で あ り 、 両 税 が 互 い に 干 渉 す る こ と は 全 く

な い 。  

と こ ろ が 創 設 構 想 が 進 む に つ れ て 、 さ ま ざ ま な

利 害 錯 綜 や 結 託 、 さ ら に は 多 方 面 か ら 生 じ た で あ
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ろ う 圧 力 の 結 果 と し て 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 目 的

や 使 途 が 野 放 図 に 拡 張 さ れ て し ま っ た よ う に 思 わ

れ る の で あ る 。  

そ こ で 改 め て 、 構 想 当 初 に 語 ら れ て い た 、 そ も

そ も の 目 的 を 再 確 認 し て み よ う 。 そ の 目 的 と は 、

経 済 ・ 商 業 ベ ー ス で 森 林 管 理 を 行 う の が 困 難 な 森

林 、 す な わ ち 林 業 経 営 の 成 り 立 ち に く い 森 林 を 整

備 す る こ と で あ り 、 そ れ に よ っ て 地 球 温 暖 化 防 止

と い う 、 遥 か 彼 方 の 目 標 に 向 か っ て い る 姿 勢 を 見

せ る と い う こ と で あ る 。  

こ の 事 実 は 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 制 度 を 設 計 す

る た め 総 務 省 が 設 置 し た 「 森 林 吸 収 源 対 策 税 制 に

関 す る 検 討 会 」 の 報 告 書 （ 検 討 会 報 告 書 ） で も 明

確 に 確 認 で き る 。 こ の 検 討 会 は 、 平 成 2 9 年 ４ 月 に

地 方 財 政 審 議 会 に 設 置 さ れ 、 総 務 大 臣 の 任 命 し た

特 別 委 員 の ほ か 、 全 国 知 事 会 、 全 国 市 長 会 及 び 全

国 町 村 会 が 推 薦 し た 地 方 自 治 体 の 関 係 者 に よ り 構

成 さ れ た 。  

審 議 会 報 告 書 （ 平 成 2 9 年 1 1 月 2 1 日 ） で 示 さ さ

れ た 制 度 は 、 後 に 税 制 改 正 大 綱 に 記 述 さ れ て い る

国 税 ・ 森 林 環 境 税 と 全 く 同 一 で あ る 。 こ の 報 告 書

に お い て 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 必 要 性 は 、 以 下 の

枠 内 の よ う に 述 べ ら れ て い る 。  

「 森 林 吸 収 源 対 策 税 制 に 関 す る 検 討 会 ― 報 告 書 ― 」  

（ 平 成 2 9 年 1 1 月 2 1 日 ）  

２ ． 森 林 を 取 り 巻 く 状 況 と 森 林 環 境 税 (仮 称 )の 必 要 性  

（ 略 ）  

し か し な が ら 、 近 年 、 手 入 れ が 行 き 届 い て い な い 森 林

の 存 在 が 顕 在 化 し て い る 。  
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輸 入 材 と の 競 合 等 に よ り 木 材 価 格 が 長 期 的 に 低 迷 し 、

林 業 の 採 算 性 が 低 下 し た た め 、 森 林 所 有 者 の 経 営 意 欲 が

低 下 し て い る 傾 向 が 明 ら か に な っ て い る 。 森 林 に 関 心 の

な い 所 有 者 は 、 相 続 を し て も 登 記 を し な い こ と な ど か

ら 、 誰 が 所 有 し て い る の か 、 ど こ が 境 界 な の か 、 わ か ら

な い 森 林 が 増 え て い る 。 ま た 、 山 村 地 域 で は 、 人 口 減 少

が 進 み 、 不 在 村 の 所 有 者 も 増 加 し 、 森 林 整 備 等 を 行 う 担

い 手 不 足 も 指 摘 さ れ て い る 。 森 林 現 場 に お け る こ れ ら の

問 題 は 、 山 村 地 域 に お け る 人 口 動 態 等 を 踏 ま え る と 、 今

後 ま す ま す 状 況 が 深 刻 化 す る こ と が 目 に 見 え て い る 。  

 

＜ 図 表 3 :森 林 経 営 の 条 件 変 化 の 状 況 ＞  

＜ 図 表 4 :所 有 者 の 不 在 村 化 、 所 有 者 や 境 界 の 不 明 の 状 況 ＞  

＜ 図 表 5 :担 い 手 等 の 状 況 ＞  

 

こ れ ま で の 森 林 整 備 は 、 森 林 所 有 者 に よ る 自 発 的 な 施

業 を 国 及 び 都 道 府 県 が 補 助 す る こ と を 基 本 と し て 対 応 し

て き た 。 森 林 所 有 者 に 一 定 の 負 担 を 求 め る こ と を 原 則 と

し 、 当 該 負 担 部 分 に つ い て は 間 伐 材 の 販 売 収 入 等 に よ っ

て 賄 う こ と を 想 定 し て い た 。 し か し 、 現 下 の 森 林 現 場 の

課 題 に 鑑 み る と 、 現 行 の 対 応 策 で は 限 界 が あ る こ と が 明

ら か で あ る 。 森 林 の 有 す る 公 益 的 機 能 が 引 き 続 き 適 切 に

発 揮 さ れ る た め に は 、 森 林 所 有 者 に よ る 自 発 的 な 施 業 の

み に 委 ね る こ と は で き ず 、 新 た に 森 林 現 場 や 所 有 者 に 近

い 市 町 村 の 主 体 的 な 役 割 を 明 確 化 し 、 公 的 主 体 に よ る 関

与 を 強 化 す る 必 要 に 迫 ら れ て い る 。  

そ こ で 、 林 野 庁 に お い て は 、 市 町 村 の 役 割 を 強 化 し 、

自 然 的 条 件 か ら 見 て 経 済 ベ ー ス で の 森 林 管 理 を 行 う こ と

が 困 難 な 森 林 に お い て 市 町 村 が 所 有 者 か ら の 委 託 を 受 け

て 間 伐 を 行 う こ と と す る 仕 組 み 等 を 含 む 、 新 た な 森 林 管

理 シ ス テ ム の 構 築 に 向 け た 検 討 を 進 め て い る と こ ろ で あ

る 。 森 林 現 場 と 所 有 者 に 近 い 市 町 村 に 着 目 し 、 そ の 役 割

と 権 限 を 強 化 す る ア プ ロ ー チ は 、 現 下 の 森 林 の 抱 え る 困

難 な 問 題 に 対 処 す る た め の 手 法 と し て 、 時 宜 を 得 た も の

で あ る と 評 価 で き る 。  

こ の 新 た な 森 林 管 理 シ ス テ ム を 契 機 と し て 、 森 林 の 有

す る 公 益 的 機 能 が 十 分 に 発 揮 さ れ る よ う 、 市 町 村 が 自 ら

の 事 業 と し て 実 施 す る 森 林 整 備 等 に 必 要 な 財 源 に 充 て る
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た め 、 国 民 一 人 一 人 が 負 担 を 分 か ち 合 っ て 、 国 民 皆 で 森

林 を 支 え る 仕 組 み と し て 森 林 環 境 税 （ 仮 称 ） を 創 設 す る

必 要 性 が 認 め ら れ る も の で あ る 。  
 

こ こ か ら 分 か る よ う に 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 目

的 は 、 木 材 価 格 の 低 迷 や 所 有 者 不 明 の 森 林 の 増 加

等 に よ り 、 森 林 所 有 者 に よ る 自 発 的 な 施 業 の み に

委 ね る こ と が で き な い 森 林 や 、 自 然 条 件 が 悪 く 経

済 ・ 商 業 ベ ー ス で の 森 林 管 理 を 行 う の が 困 難 な 森

林 を 対 象 に 、 市 町 村 が 所 有 者 か ら の 委 託 を 受 け て

間 伐 等 を 行 う こ と に よ り 、 森 林 の 有 す る 公 益 的 機

能 を 十 分 に 発 揮 さ せ る こ と に あ る 。  

つ ま り 、 国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 目 的 は 、 端 的 に 言

え ば 林 業 経 営 の 成 り 立 た な い 森 林 の 整 備 と な る の

で あ る 。 言 う ま で も な い こ と だ が 、 横 浜 市 に は 森

林 組 合 は 現 存 せ ず 、 林 業 経 営 の 実 態 も 全 く な い 。

「 横 浜 市 森 林 整 備 計 画 」 の 森 林 整 備 の 基 本 方 針 に

お い て も 、 林 業 経 営 の 対 象 と な る よ う な 森 林 の 整

備 に つ い て の 定 め は 存 在 せ ず 、 林 業 経 営 に 対 す る

施 策 は 皆 無 で あ る 。  

横 浜 み ど り 税 の 目 的 は 、 前 章 で も 繰 り 返 し み て

き た よ う に 都 市 部 の 樹 林 地 の 保 全 で あ り 、 都 市 緑

化 の 推 進 で あ る 。 し た が っ て 国 税 ・ 森 林 環 境 税 と

横 浜 み ど り 税 の 目 的 は 全 く 関 わ り を 持 た ず 、 両 者

は 無 関 係 な の で あ る 。  
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 ( 2 )  「 二 重 課 税 」 「 三 重 課 税 」 と い う 誤 解  

と こ ろ が 、 各 種 メ デ ィ ア で 目 に つ く の は 、 「 二

重 課 税 ・ 三 重 課 税 」 と い っ た 情 報 で あ る 。 そ こ

で 、 こ の 「 二 重 課 税 ・ 三 重 課 税 」 と い う 用 語 に つ

い て 、 注 意 す べ き 要 点 を 整 理 し て お く こ と に し た

い 。  

そ も そ も 「 二 重 課 税 」 と は 、 同 一 の 課 税 客 体

（ 課 税 標 準 ） へ の 重 複 課 税 を 表 す 用 語 で あ る 。 し

た が っ て 現 在 メ デ ィ ア で 喧 伝 さ れ て い る 「 同 じ 目

的 ・ 使 途 で 複 数 の 税 を 課 す 」 と い う 意 味 で 「 二 重

課 税 」 を 使 う の は 誤 っ た 用 法 で あ る 。  

も し も 、 今 後 は 用 語 の 定 義 を 刷 新 し て 、 使 途 の

重 複 も 「 二 重 課 税 」 と 言 う と な っ た と し て も 、 使

途 の 重 複 そ れ 自 体 に 問 題 が あ る わ け で は な い 。  

現 実 に 政 府 サ ー ビ ス の ほ ぼ す べ て は 、 複 数 の 税

目 に よ っ て ま か な わ れ て い る の で あ る 。 使 途 の 重

複 が 問 題 だ と 言 い 始 め た ら 、 税 金 の ほ と ん ど は 問

題 に な っ て し ま う の で あ る 。  

た だ し 、 メ デ ィ ア や 国 民 が 疑 問 な い し 批 判 的 に

思 う 気 持 ち も 分 か ら な い で は な い 。 な ぜ な ら ば 、

国 税 も 府 県 の 税 も 、 ど ち ら も 「 目 的 税 」 的 な 課 税

だ か ら で あ る 。 「 府 県 と 国 が 森 林 整 備 と い う 類 似

の 目 的 に 限 定 し て な ぜ ２ つ も 特 別 な 税 を 作 る の

か 」 と い う 疑 問 は 、 素 朴 な 疑 問 と し て 理 解 で き

る 。  

た だ し こ の 点 に つ い て は 、 「 二 重 課 税 」 は 適 正

な の か と い う 疑 問 で は な く 、 「 な ぜ 森 林 整 備 だ け
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特 別 扱 い で 目 的 税 が 創 設 さ れ る の か 」 と い う 疑 問

と し て 考 え る べ き で あ ろ う 。 防 災 、 児 童 の 貧 困 ､空

き 家 ・ 孤 独 死 等 々 、 喫 緊 か つ 追 加 財 源 を 要 す る 政

策 課 題 が 多 数 あ る 中 で 、 「 な ぜ 森 林 整 備 だ け 特 別

な の か 」 を 議 論 す る 方 が 、 は る か に 有 益 と 思 わ れ

る の で あ る 。  

以 上 か ら 明 ら か な よ う に 、 「 二 重 課 税 ・ 三 重 課

税 」 と い う 表 現 は 慎 重 に 使 用 さ れ る べ き 用 語 で あ

る 。 そ し て 少 な く と も 横 浜 み ど り 税 の 場 合 は 、 全

く 当 て は ま ら な い 用 語 な の で あ る 。 こ の よ う に

「 二 重 ・ 三 重 」 で は な い と い う 点 を 、 節 を 改 め

て 、 今 度 は 使 途 の 面 か ら 確 認 す る こ と に し よ う 。  

 

第 ４ 節  横 浜 市 に お け る 使 途：条 件 困 難 な 森 林 の 整 備 を

支 援 す る 事 業  

こ こ ま で 見 て き た よ う に 、国 税 ・ 森 林 環 境 税 は 問 題

点 だ ら け で あ る 。た だ 平 成 3 1年 度 の 税 制 改 正 が 国 会 で

成 立 す れ ば 、来 年 度 か ら 譲 与 税 が 配 分 さ れ る こ と に な

る 。 第 ２ 節 の ( 5 )で 明 記 し た よ う に 、 そ も そ も 大 都 市

自 治 体 に 配 分 さ れ る べ き で は な い の だ が 、横 浜 市 に 対

し て も 譲 与 が 行 わ れ る 。  

そ こ で 本 節 で は 、譲 与 の 規 模 を 推 計 し た う え で 、い

か な る 使 途 に 充 当 す べ き か 、本 税 制 調 査 会 と し て の 見

解 を 明 ら か に し た い 。  

 

( 1 )  横 浜 市 へ の 譲 与 額 の 試 算  

  横 浜 市 に 譲 与 さ れ る 金 額 を 試 算 す る た め に 、以 下
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の 枠 に あ る 、税 制 改 正 大 綱 で 示 さ れ た 各 年 度 の 譲 与

額 ・ 譲 与 割 合 及 び 譲 与 基 準 を 用 い た 。現 時 点 で は い

ま だ 譲 与 税 法 が 存 在 せ ず 、詳 細 な デ ー タ は 公 開 さ れ

て い な い 。し た が っ て 、横 浜 市 へ の 譲 与 額 も 、あ く

ま で も 推 計 で あ る こ と に 注 意 が 必 要 で あ る 。  

＜ 森 林 環 境 譲 与 税 の 譲 与 額 ・ 譲 与 割 合 及 び 譲 与 基 準 ＞  

 

具 体 的 は 試 算 に 入 ろ う 。手 順 と し て は 、税 制 改 正

大 綱 に 示 さ れ て い る 全 国 の 譲 与 総 額 を 、各 年 度 に お

け る 市 ・ 県 の 割 合 で 案 分 し 、さ ら に そ の 額 を 私 有 林

人 工 林 分 5 0％ 、林 業 従 業 者 数 分 2 0％ 、人 口 分 3 0％ に

分 け た う え で 各 々 を 、全 国 に お け る 横 浜 市 の 数 値 で

案 分 し て 算 出 し た（ 私 有 林 人 工 林 面 積 に お い て は 林

野 率 に よ る 補 正 は 考 慮 し て い な い ）。そ の 結 果 が 次

の 表 で あ る 。  
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＜ 森 林 環 境 譲 与 税 の 横 浜 市 へ の 譲 与 見 込 額 （ 試 算 ） ＞  

試 算 の 結 果 、 平 成 3 1年 度 の 譲 与 額 は １ 億 4 , 3 0 0万

円 と な っ た 。最 終 的 に 平 年 度 化 す る の は 平 成 4 5年 度

で あ り 、そ の 年 の 譲 与 額 は ４ 億 8 , 2 0 0万 円 と な る 。な

お 、次 期 み ど り ア ッ プ 計 画 の 計 画 期 間 で あ る 平 成 3 1

年 度 か ら 平 成 3 5年 度 ま で の 間 の 譲 与 総 額 は 、合 計 し

て 約 ８ 億 6 , 0 0 0万 円 で あ る 。  

ま た 、 森 林 面 積 ・ 林 業 従 業 者 数 ・ 人 口 の ３ つ の 譲

与 基 準 ご と の 譲 与 額 を 見 る と 、横 浜 市 に 譲 与 さ れ る

金 額 の 9 7 ％ 以 上 が 人 口 基 準 に よ る 譲 与 で あ る こ と

が 分 か っ た 。  

 

( 2 )  充 当 事 業 ： 国 税 創 設 の 当 初 目 的 へ の 合 致  

そ れ で は 、横 浜 市 は こ の 譲 与 額 を い か な る 使 途 に

充 て る べ き な の だ ろ う か 。結 論 か ら 言 え ば 、譲 与 税

は 、国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 本 来 の 目 的 に 適 合 し た 使 途

に 限 っ て 充 当 す べ き で あ る 。逆 に 言 え ば 、国 税 創 設
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構 想 の 過 程 が 進 む に つ れ て 野 放 図 に 拡 張 し て し ま

っ た 使 途 に 充 て る の は 避 け る べ き で あ る 。  

そ れ を 行 っ て し ま う と 、構 想 の 進 展 と と も に 課 税

の 正 当 性 を 喪 失 し て き た 国 税 の 堕 落 に 、横 浜 市 も 付

き 合 っ て し ま う こ と に な る 。横 浜 市 は 、自 ら を 厳 し

く 律 し 、構 想 当 初 の 目 的 に 合 致 し た 正 当 な 使 途 だ け

に 充 当 す べ き な の で あ る 。  

そ れ で は 正 当 な 使 途 と は 何 だ ろ う か 。先 に 明 ら か

に し た よ う に 、国 税 ・ 森 林 環 境 税 の 構 想 当 初 の 目 的

は 、経 済・商 業 ベ ー ス で 林 業 が 成 り 立 た な い 森 林 を 、

市 町 村 が 介 在 し て 整 備 す る こ と で あ る 。こ の 目 的 に

適 合 す る 使 途 と は 、整 備 さ れ に く い 森 林 の 整 備 に 努

め る 中 山 間 地 自 治 体 の 事 業 を 支 援 す る こ と に 他 な

ら な い 。  

具 体 的 に は 、当 該 自 治 体 の 整 備 事 業 で 生 み 出 さ れ

た 木 材 を 、 消 費 地 で あ る 大 都 市 自 治 体 と し て 購 入 ・

利 用 す る こ と で あ る 。こ の 大 都 市 自 治 体 と し て の 消

費 行 動 に よ っ て 、整 備 困 難 な 森 林 に お け る 整 備 の 促

進 と 林 業 の 活 性 化 を 図 り 、当 該 森 林 か ら 産 出 さ れ る

国 内 産 木 材 を 商 業 循 環 サ イ ク ル に 乗 せ る こ と が で

き る と 思 わ れ る の で あ る 。  

こ れ 以 外 の 使 途 、例 え ば す で に 横 浜 み ど り 税 が 充

当 さ れ て い る 事 業 に 充 て る の は 、制 度 上 は 許 さ れ る

か も し れ な い が 、 決 し て 行 う べ き で は な い 。  

曖 昧 に 拡 張 さ れ た 使 途 へ 充 て て し ま う と 、横 浜 市

の 品 格 が 問 わ れ る こ と に な る だ ろ う 。な ぜ な ら ば そ

の 行 為 は 、 国 税 の 創 設 に 際 し て 納 税 者 （ 国 民 ） に 説

明 さ れ て い る 目 的 や 使 途 と は 異 な る 事 業 へ 税 収 を
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充 当 す る こ と に 他 な ら ず 、 納 税 者 （ 国 民 ） へ の 説 明

責 任 を 一 切 果 た せ な い 国 と 、ま さ に 同 罪 に 陥 っ て し

ま う か ら で あ る 。  
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お わ り に  

市 長 か ら の 諮 問 に 対 す る 、横 浜 市 税 制 調 査 会 の 答 申 を

端 的 に 要 約 す れ ば 、 以 下 の よ う に な る 。  

横 浜 み ど り 税 は 、こ れ ま で の １ ０ 年 間 で 適 切 に 運 用 さ

れ 、期 待 さ れ た 効 果 を あ げ つ つ あ る 。た だ し 事 業 の 必 要

性 は い ま だ 高 い ま ま 残 っ て お り 、少 な く と も 第 ３ 期 、す

な わ ち 次 の ５ 年 間 は 、同 じ 課 税 の 仕 組 み の ま ま 継 続 さ れ

る べ き で あ る 。  

こ の 答 申 は 、も ち ろ ん 安 易 な 継 続 で は 決 し て な い 。「は

じ め に 」で 明 言 し た よ う に 、横 浜 市 税 制 調 査 会 の モ ッ ト

ー は 、常 に ゼ ロ ベ ー ス で 徹 底 的 な 調 査・審 査 を 行 う こ と

で あ る 。本 年 の 市 長 か ら の 諮 問 に つ い て も 、こ の モ ッ ト

ー 通 り に 審 議 を 行 っ た と 自 信 を 持 っ て 宣 言 す る こ と が

で き る 。  

こ れ か ら 横 浜 み ど り 税 は 、市 長 の 検 討 を 経 て 横 浜 市 会

に て 審 議 さ れ る こ と に な る が 、上 記 の よ う に 自 信 を 持 っ

て 取 り ま と め た だ け に 、本 答 申 が 検 討 と 審 議 の 役 に 立 つ

こ と を 大 い に 期 待 す る 。  

横 浜 市 税 制 調 査 会 は 、大 都 市 で あ り な が ら 緑 に も 溢 れ

た 横 浜 の 将 来 を 嘱 望 す る 。本 答 申 が 、そ の 一 助 に な れ ば

幸 い で あ る 。  

な お 、本 年 の 諮 問 事 項 の 審 議 に お い て 、国 税 ・ 森 林 環

境 税 が 重 大 な １ つ の 論 点 と な ら ざ る を え な か っ た 。横 浜

市 税 制 調 査 会 と し て の 見 解 は 本 文 に て 明 確 に 示 し て あ

る 。  

国 税 で あ る た め 、地 方 か ら の 介 入 は 難 し い の か も し れ

な い が 、税 制 に お け る 原 理 原 則 は 重 要 で あ り 、一 度 で も
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妥 協 を 甘 受 し て し ま え ば 制 度 は 崩 壊 す る 。そ の 悲 劇 が 現

実 に 起 き な い よ う 、「 言 う べ き は 言 う 」と い う 姿 勢 を 忘

れ て は な ら な い の で あ る 。  
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